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平成28年 4月15日号

　全国から腕自慢の小学生62人が集った「成田子ども
名人戦」。決勝戦は、対局者や立会人が和服に身を包
むなど、プロ棋士による名人戦さながらの雰囲気の中
で行われました。（3月27日・成田山新勝寺延命院で）
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歳 入歳 出

そのほか…5.4%
33億5,687万円
そのほか…5.4%
33億5,687万円

使用料・手数料…1.7%
10億2,896万円
使用料・手数料…1.7%
10億2,896万円

分担金・負担金…1.8%
10億9,698万円
分担金・負担金…1.8%
10億9,698万円

県支出金…4.3%
26億2,837万円
県支出金…4.3%
26億2,837万円

地方消費税
交付金…4.5%
27億7,647万円

地方消費税
交付金…4.5%
27億7,647万円

地方交付税…3.5%
21億9,000万円
地方交付税…3.5%
21億9,000万円

諸収入…5.5%
34億2,581万円
諸収入…5.5%
34億2,581万円

市債…10.7%
66億470万円
市債…10.7%
66億470万円

国庫支出金…11.3%
70億1,819万円
国庫支出金…11.3%
70億1,819万円

市税…51.3%
317億7,365万円
（内訳は下記）

市税…51.3%
317億7,365万円
（内訳は下記）

そのほか…1.0%
6億420万円
そのほか…1.0%
6億420万円

民生費…30.8%
190億4,631万円
民生費…30.8%
190億4,631万円

総務費…16.9%
104億8,846万円
総務費…16.9%
104億8,846万円

教育費…14.8%
91億3,584万円
教育費…14.8%
91億3,584万円

衛生費…9.5%
59億1,149万円
衛生費…9.5%
59億1,149万円

土木費…10.2%
63億879万円
土木費…10.2%
63億879万円

公債費…7.4%
45億5,172万円
公債費…7.4%
45億5,172万円

消防費…4.1%
25億5,784万円
消防費…4.1%
25億5,784万円

商工費…3.2%
19億7,514万円
商工費…3.2%
19億7,514万円

農林水産業費…2.1%
13億2,021万円
農林水産業費…2.1%
13億2,021万円

619
億円

619
億円

一般会計一般会計
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　市税（全体の51.3%）は317億7,365万円で、27年
度と比較すると8億1,913万円の増収となっています。
国庫支出金（同11.3%）は70億1,819万円となり、2
億6,294万円の増額。市債（同10.7%）は66億470万
円で、8,500万円の増額となっています。

市民1人が納める市税は24万円です
　市民の皆さんが28年度に納める予定の市税の内訳
は次の通りです。これを市民1人当たりに換算すると
約24万円となります（市税予算額317億7,365万円÷
平成28年2月末日現在人口13万1,589人）。
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歳 入

固定資産税…192億3,946万円 個人市民税…76億7,413万円 法人市民税…32億1,369万円

市たばこ税…11億7,611万円 都市計画税…1億9,939万円 そのほか（軽自動車税など）…2億7,087万円

市税の内訳

一
般
会
計
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円

平
成
28
年
度
当
初
予
算
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　歳出の目的別分類では、民生費が27年度比6億8,444万円増の190
億4,631万円（全体の30.8%）で最も多くなっていて、児童手当支給事
業、生活保護扶助費、障害者施設利用支援事業などに充てられます。
2番目は総務費で、27年度比10億5,013万円増の104億8,846万円

（同16.9%）となっていて、国家戦略特区推進事業、民家防音家屋等
維持管理費補助事業、コミュニティバス運行事業などに充てられます。
3番目は教育費で、27年度比10億8,786万円減の91億3,584万円（同
14.8%）となっていて、学校給食事業、豊住中学校跡地整備事業、久
住中学校増築事業などに充てられます。

市民1人当たり47万円使われます
　平成28年度、市民の皆さんにいくら使われる予定かを示してみま
した。市民1人当たり約47万円となります（一般会計当初予算額619
億円÷平成28年2月末日現在人口13万1,589人）。

出歳

民生費･･････････････････14.5万円
総務費･･････････････････････ 8万円
教育費････････････････････6.9万円
土木費････････････････････4.8万円
衛生費････････････････････4.5万円

公債費････････････････････3.5万円
消防費････････････････････1.9万円
商工費････････････････････1.5万円
農林水産業費･･････････････ 1万円
そのほか･････････････････0.4万円

263億4,855万円
　特別会計とは、特定事業を行う場合に、一
般会計と区分して経理する必要のあるときに
設けられる会計です。市では、次の8会計を
設けています。
＊1万円以下を四捨五入しているため、合計

と内訳が一致しません
①国民健康保険（事業勘定）…155億2,541万円
　被保険者の疾病、負傷、出産、死亡などに

対し、必要な保険給付を行います。
②国民健康保険（施設勘定）･････1億6,679万円
　医療サービスの向上を図るため、国保大栄診

療所で被保険者などに対し、診療を行います。
③下水道事業･･･････････････ 21億2,363万円
　都市排水施設の整備を行い、市民生活の環

境整備を図ります。
④公設地方卸売市場･･････････ 2億3,258万円
　青果物、水産物、生鮮食料品などを安定し

た価格で供給し、市民生活の向上を図ります。
⑤介護保険･････････････････ 66億5,291万円
　被保険者の要介護度などに応じて、必要な

保険給付を行います。
⑥農業集落排水事業･･････････ 1億7,063万円
　下総・大栄地区の農業集落に排水施設を整

備し、生活環境の改善を図ります。
⑦後期高齢者医療････････････ 9億7,522万円
　後期高齢者医療制度加入者の保険料徴収や

保険証の引き渡しなどを行います。
⑧簡易水道事業･･････････････ 5億 139万円
　下総・大栄地区に給水する小規模な水道事

業です。

29億6,592万円
　地方公営企業会計として「水道事業会計」が
あります。
水道事業収益（収益的収入）･･･ 20億7,071万円
水道事業支出（収益的支出）･･･ 20億 225万円
資本的収入････････････････ 3億8,749万円
資本的支出････････････････ 9億6,367万円

ほ
か
、
医
学
部
誘
致
、
少
子
高
齢
化

対
策
、
空
港
と
周
辺
地
域
の
発
展
と

騒
音
対
策
な
ど
、
課
題
に
対
す
る
経

費
の
増
加
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
状
況
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握

し
、
無
駄
の
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
努
め
、
最
小
の
コ
ス
ト
で
最

大
の
効
果
を
上
げ
る
行
政
経
営
を
行

う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
平
成
28
年
度
の
予
算
編
成
で
は
、

市
総
合
計
画
「
N
A
R
I
T
A
み
ら

い
プ
ラ
ン
」
に
示
す
方
向
性
に
沿
っ

て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
効
率
的
か
つ

効
果
的
に
配
分
し
、
本
市
が
将
来
に

わ
た
り
持
続
的
に
発
展
を
続
け
て
い

く
こ
と
を
主
眼
に
置
き
ま
し
た
。

地方公営企業会計

特別会計

一般会計

山口にある水道部庁舎

市民1人当たりの歳出の内訳
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※･予算書は、行政資料室（市役所1階）、市立図書館、財政
課ホームページ（http://www.city.narita.chiba.jp/sis･
ei/sosiki/zaisei/index.html）で閲覧できます。くわしく
は財政課（☎20-1512）へ。

久住中学校増築事業･････････････････････ 1億9,079万円
　久住中央地区の生徒数の増加による教室不足を解消するた
め、校舎の増築を行う。
英語科研究開発事業･････････････････････ 1億8,099万円
個性を生かす教育推進事業･･･････････････ 1億8,589万円
大栄地区小中一体型校舎建設事業･････････ 1億1,142万円
図書館施設維持管理事業････････････････････ ･5,543万円
運動公園等整備事業･････････････････････ 1億7,896万円
豊住中学校跡地整備事業･････････････････ 4億1,255万円
学校給食事業･････････････････････････ 12億7,295万円
学校給食施設整備事業･･･････････････････ 1億6,131万円

空港の機能を最大限に生かし、
魅力的な活気あふれる都市をつくる

スポーツツーリズム推進事業･･････････････････ ･771万円
　地域の優れたスポーツ資源と、旅行、観光などを融合させ
たスポーツツーリズムを推進する。また、大規模な国際的ス
ポーツ大会における事前キャンプ誘致に取り組む。

コミュニティバス運行事業･･･････････････ 1億5,197万円
国家戦略特区推進事業･･････････････････ 30億6,144万円
成田ブランド推進戦略事業･･････････････････ ･8,019万円
生活道路整備事業･･････････････････････ 7億5,327万円
幹線道路整備事業･･････････････････････ 7億3,114万円
JR・京成成田駅中央口地区整備事業･･･････ 1億2,364万円
表参道整備事業････････････････････････ 2億8,104万円
ニュータウン中央線整備事業････････････ 12億9,011万円

活力ある産業を育て、
にぎわいや活気を生み出すまちをつくる

観光PR事業･･･････････････････････････････ ･2,777万円

水田農業構造改革対策事業･･･････････････ 1億6,585万円
園芸振興対策推進事業･･････････････････････ ･3,660万円
農地集積・集約化対策事業･･････････････････ ･2,653万円
農道整備事業･･････････････････････････････････ 1億円
排水路整備事業････････････････････････････････ 1億円
中小企業資金融資事業･･････････････････ 13億 281万円
企業誘致事業･････････････････････････････ ･4,446万円

市民サービスを充実させ、
持続可能な自治体運営を行う

ケーブルテレビ視聴エリア拡大事業･･････････ ･1,100万円
　騒音地域において成田ケーブルテレビ株式会社が行う施設
整備などの事業に対し、支援を行う。
旅券発給事務申請交付事業･･････････････････････72万円
　一般旅券の新規発給の申請の受理や交付などに関する業務
を行う。
個人番号カード等交付事業･･････････････････ ･1,512万円
　マイナンバーカード（個人番号カード）の交付事務を行う。
庁舎改修事業･････････････････････････････ ･3,512万円
総合戦略策定事業･･･････････････････････････ ･316万円
資産経営管理事業･･･････････････････････････ ･866万円

平成28年度当初 予算の主要事業

カシマサッカースタジアムで成田をPR（フレンドリータウンデイズ）

7人制ラグビー男子日本代表が市内でキャンプ
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安全・安心でうるおいのある
生活環境をつくる

環境保全に関する経費････････････････････････ ･643万円
　公共施設の電力コスト削減などを目的として設立される地
域エネルギー会社に出資する。
空家等対策推進事業･･････････････････････････ ･430万円
　空き家に関する施策を総合的かつ計画的に推進する。
狭あい道路拡幅整備事業････････････････････ ･1,542万円
　狭あい道路の解消を推進する。
消防庁舎整備事業･････････････････････････ ･7,968万円
消防車両・装備強化整備事業･････････････ 1億5,693万円

航空機騒音地域補助事業･････････････････ 1億6,157万円
民家防音家屋等維持管理費補助事業･･･････ 6億8,218万円
成田富里いずみ清掃工場維持管理事業･･････ 8億1,837万円
新清掃工場関連付帯施設整備事業･････････ 2億2,170万円
いずみ清掃工場解体・ストックヤード整備事業
　････････････････････････････････････ 2億1,490万円
準用河川整備事業･･････････････････････ 1億 545万円
住区基幹公園整備事業･･････････････････････ ･9,900万円

健康で笑顔あふれ、
共に支え合う社会をつくる

保育所等入所世帯支援事業････････････････････ ･605万円
　低所得で生計が困難な保護者に対し、日用品・文房具の購
入費用などの一部を支給する。

地域医療対策事業･･････････････････････ ･4億 932万円
　成田赤十字病院の肺がん治療センターの運営費など、経費
の一部を補助する。
臨時福祉給付金給付事業･････････････････ 1億1,405万円
福祉手当・見舞金支給事業･･･････････････ 4億1,390万円
障害者施設利用支援事業････････････････ 10億6,364万円
児童ホーム整備事業････････････････････････ ･9,220万円
子ども医療費助成事業･･･････････････････ 5億2,356万円
地域型保育給付事業･････････････････････ 2億6,295万円
児童手当支給事業･････････････････････ 22億2,946万円
私立保育園等運営委託事業･･････････････ 10億 419万円
保育園整備事業････････････････････････ 6億9,759万円
私立保育園施設整備費補助事業･･･････････ 3億9,048万円
生活保護扶助費･･･････････････････････ 22億1,796万円
予防接種事業･･････････････････････････ 3億5,610万円
結核・がん検診事業･････････････････････ 1億1,550万円

地域文化を生かし、
未来を担う心豊かな人材を育む

小学校教育用コンピュータ整備事業･･････････ ･7,529万円
　ICT（情報通信技術）を活用した効果的な教育を行うため、
タブレット端末を導入する。
小学校校内LAN整備事業･･･････････････････ ･5,281万円
　ICT教育をさらに推進するため、小学校の普通教室への
LAN整備を行う。
総合型地域スポーツクラブ育成事業･･････････････20万円
　地域住民により自主的に運営され、年代や技術、体力に応
じてさまざまなスポーツ種目に参加できる総合型地域スポー
ツクラブの育成を支援する。

平成28年度当初 予算の主要事業

最新機器を備えているはしご車

ボールを当ててピンを反転させるビーンボウリング
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高
齢
者
へ
の
各
種
サ
ー
ビ
ス

　
市
で
は
、
高
齢
者
を
対
象
に
、
次
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
活

用
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
に
な
っ
た
か
も

も
の
忘
れ
相
談

　
認
知
症
か
も
し
れ
な
い
と
感
じ
た
ら

気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
5
月
27
日
㈮ 

午
後
2
時
か
ら

会
場
＝
福
祉
部
相
談
室（
市
役
所
議
会

棟
1
階
）

内
容
＝
神
経
内
科
医
に
よ
る
個
別
相
談
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
提
供

対
象
＝
物
忘
れ
が
気
に
な
る
人
、
認
知

症
の
人
や
そ
の
家
族
な
ど

定
員
＝
3
人（
先
着
順
）

相
談
料
＝
無
料

申
込
方
法
＝
高
齢
者
福
祉
課（
☎
20
‐

1
5
3
7
）へ

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
事
業

　
判
断
能
力
が
不
十
分
な
認
知
症
高
齢

者
を
対
象
に
、
成
年
後
見
制
度
の
申
し

立
て
の
支
援
を
し
ま
す
。

　
ま
た
、
そ
れ
に
伴
う
必
要
な
費
用
や

後
見
人
な
ど
の
報
酬
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
助
成
し
ま
す
。

S
O
S
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
認
知
症
な
ど
に
よ
る
行
方
不
明
者
を

捜
索
す
る
た
め
、
各
種
協
力
団
体
へ
の

一
斉
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
通
報
や
、
防
災
行

政
無
線
で
の
市
民
に
協
力
の
呼
び
掛
け

を
行
い
ま
す
。

徘は
い

徊か
い

高
齢
者
等
早
期
発
見
ス
テ
ッ
カ
ー

　
認
知
症
な
ど
に
よ
る
行
方
不
明
者
の

早
期
発
見
や
身
元
確
認
の
た
め
、
行
方

不
明
の
恐
れ
の
あ
る
65
歳
以
上
の
高
齢

者
の
個
人
情
報
を
登
録
し
、
履
物
の
つ

ま
先
・
か
か
と
に
貼
る
ス
テ
ッ
カ
ー
を

交
付
し
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

徘
徊
高
齢
者
等
位
置
探
索
サ
ー
ビ
ス

　
徘
徊
す
る
高
齢
者
な
ど
の
居
場
所
を

早
期
に
発
見
で
き
る
、
衛
星
回
線（
G
P 

S
）を
利
用
し
た
機
器
を
貸
し
出
し
ま

す
。

基
本
料（
1
カ
月
当
た
り
）＝
5
4
0
円

位
置
情
報
提
供
料（
1
回
当
た
り
）

◦
電
話
照
会
…
2
1
6
円

◦
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
照
会
…
月
2
回
ま

で
は
無
料
。
そ
れ
以
降
は
1
0
8
円

現
場
急
行
料（
1
回
当
た
り
）＝
1
万

8
0
0
円

暮
ら
し
を
見
守
り
ま
す

独
居
高
齢
者
の
見
守
り
支
援

　
70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
で
、
配
食

サ
ー
ビ
ス
・
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
・
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
て
い

な
い
人
に
、
週
1
回
、
乳
酸
菌
飲
料
を

届
け
、
安
否
確
認
を
し
ま
す
。
利
用
料

は
無
料
で
す
。

独
居
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
訪
問
等
サ
ー
ビ

ス
　
65
歳
以
上
で
一
人
暮
ら
し
の
人
を
対

象
に
、
地
区
の
民
生
委
員
な
ど
が
、
毎

月
1
回
訪
問
す
る
な
ど
し
て
、
安
否
確

認
を
し
ま
す
。
利
用
料
は
無
料
で
す
。

あ
ん
し
ん
見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
市
・
地
域
協
力
員
・
協
力
事
業
者
な

ど
が
連
携
し
て
、
高
齢
者
の
異
変
を
発

見
し
た
場
合
に
迅
速
に
対
応
し
ま
す
。

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
自
分
で
調
理
す
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
た
食
事

を
届
け
、
安
否
確
認
を
し
ま
す（
1
月

1
日
〜
3
日
を
除
く
毎
日
）

自
分
ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に

現在、市内の65歳以上の高齢者は約2万7,500人。多くの人は健康で自立し
た生活を送っていますが、支援を必要とする人もいます。皆さんが住み慣れ
た地域でその人らしい暮らしを続けていくために、市が行っているさまざま
なサービスや、高齢者の相談窓口「地域包括支援センター」を紹介します。

高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

乳酸菌飲料を届けて一人暮らしを見守ります

このステッカーが目印です
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対
象
＝
週
3
日
以
上
利
用
す
る
、
お
お

む
ね
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯（
日

中
高
齢
者
の
み
と
な
る
世
帯
を
含

む
）

利
用
料（
1
食
当
た
り
）＝
3
0
0
円

緊
急
通
報
装
置

　
自
宅
で
の
急
病
や
事
故
の
際
、
発
信

機
の
ボ
タ
ン
を
押
す
だ
け
で
、
近
所
へ

の
連
絡
や
救
急
車
の
手
配
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

対
象
＝
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
、
ま

た
は
日
中
高
齢
者
の
み
と
な
る
世
帯

利
用
料（
1
カ
月
当
た
り
）＝
前
年
の
所

得
税
が
非
課
税
の
世
帯
は
無
料
。
課

税
世
帯
は
1
、
1
3
4
円（
オ
プ
ショ

ン
で
安
否
確
認
セ
ン
サ
ー
を
設
置
す

る
場
合
は
1
、
4
0
4
円
）

手
当
や
助
成

福
祉
手
当

　
高
齢
者
及
び
障
害
者
介
護
者
手
当
は

月
額
1
万
2
、
0
0
0
円
、
ね
た
き
り

高
齢
者
福
祉
手
当
と
重
度
認
知
症
老
人

介
護
手
当
は
月
額
1
万
3
、
0
0
0
円

を
支
給
し
ま
す
。

福
祉
電
話
の
貸
与
・
料
金
助
成

　
近
隣
に
扶
養
義
務
者
の
い
な
い
一
人

暮
ら
し
や
高
齢
者
世
帯
の
安
否
確
認
な

ど
の
た
め
に
「
福
祉
電
話
」
を
貸
し
出

し
、
電
話
料
金（
基
本
料
金
＋
通
話
料

3
2
4
円
ま
で
）を
助
成
し
ま
す
。
す

で
に
電
話
が
あ
る
人
に
は
電
話
料
金
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
＝
近
隣
に
扶
養
義
務
者
の
い
な
い

65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、
前
年

の
所
得
税
が
非
課
税
の
世
帯

住
宅
改
造
費
の
助
成

　
住
宅
改
造
費
は
、
限
度
額（
20
万
円
）

の
範
囲
内
で
、
費
用
の
8
割
も
し
く
は

9
割
が
介
護
保
険
か
ら
支
給
さ
れ
、
そ

れ
を
上
回
る
部
分
は
市
の
福
祉
サ
ー
ビ

ス
と
し
て
助
成
さ
れ
ま
す
。
改
修
の
計

画
段
階
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
助
成
限
度
額
は
、

前
年
の
所
得
税
が
非
課
税
の
世
帯
は
50

万
円
、
課
税
世
帯
は
26
万
6
、
0
0
0

円（
補
助
率
は
補
助
対
象
と
な
る
工
事

額
の
3
分
の
2
）で
す
。

そ
の
ほ
か
の
サ
ー
ビ
ス

移
送
サ
ー
ビ
ス

対
象
＝
在
宅
で
一
人
で
の
外
出
が
困
難

な
人
で
、
介
護
認
定
を
受
け
た
人
ま

た
は
障
害
者
手
帳
や
精
神
障
害
者
保

健
福
祉
手
帳
、
療
育
手
帳
な
ど
を

持
っ
て
い
る
人

期
間
＝
4
〜
3
月

登
録
料
＝
2
、
4
0
0
円（
4
〜
9
月

に
申
し
込
ん
だ
人
）、
1
、
2
0
0
円

（
10
〜
3
月
に
申
し
込
ん
だ
人
）

利
用
料（
目
的
地
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

◦
市
内
…
5
0
0
円

◦
富
里
市
、
酒
々
井
町
、
栄
町
、
印

西
市
、
芝
山
町
、
香
取
市
、
佐
倉

市
、
八
街
市
、
神
崎
町
、
多
古
町
…

7
0
0
円（
成
田
市
か
ら
車
両
走
行

距
離
が
2
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
の
場

合
は
5
0
0
円
）

◦
そ
の
ほ
か（
利
用
者
の
自
宅
か
ら
目

的
地
ま
で
30
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
内
）

…
1
、
5
0
0
円

利
用
目
的
＝
医
療
機
関
や
福
祉
施
設
へ

の
通
院
・
通
所
、
公
的
機
関
・
銀

行
・
郵
便
局
の
利
用
な
ど

住
宅
用
火
災
報
知
器
の
設
置

対
象
＝
65
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で
、

取
り
付
け
る
住
宅
の
所
有
者
、
ま
た

は
所
有
者
の
承
諾
を
受
け
た
人

設
置
料
＝
無
料（
市
民
税
所
得
割
課
税

世
帯
は
2
、
7
0
0
円
）

紙
お
む
つ
の
給
付

　
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る

寝
た
き
り
ま
た
は
認
知
症
な
ど
の
人

（
お
お
む
ね
65
歳
以
上
）に
紙
お
む
つ
を

無
料
で
宅
配
し
ま
す
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
市
で
は
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
、
い
つ
ま
で
も
そ
の
人
ら
し
い
生

活
を
送
れ
る
よ
う
、
総
合
相
談
や
生
活

支
援
な
ど
を
行
う
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

◦
西
部
南
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
成
田
・
公
津
）…
☎
23
‐
7
1
5
1

◦
西
部
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
・
は
な
の
き
台
）…

☎
29
‐
5
0
0
5

◦
西
部
北
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
押

畑
支
所（
八
生
・
豊
住
）…
☎
20
‐

3
6
5
5

◦
中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
中

郷
・
久
住
・
遠
山
）…
☎
35
‐
6 

0 

8 

1
◦
東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
下

総
・
大
栄
）…
☎
80
‐
7
0
0
7（
ヤ
ッ

ク
ス
下
総
店
内
か
ら
下
総
地
域
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
に
移
転
）

　
セ
ン
タ
ー
で
は
、
主
に
次
の
業
務
を

行
っ
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
介
護
認
定
を
受
け
た
要
支
援
者
な
ど

に
、
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
計
画
を

作
成
し
ま
す
。

総
合
相
談
支
援

　
高
齢
者
の
介
護
・
医
療
・
福
祉
・
生

活
支
援
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。虐

待
防
止
・
権
利
擁
護

　
高
齢
者
の
権
利
や
財
産
を
守
る
た
め
、

虐
待
の
相
談
・
早
期
発
見
・
保
護
な
ど

の
対
応
を
す
る
ほ
か
、
成
年
後
見
制
度

な
ど
の
利
用
支
援
を
行
い
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課（
☎

20
‐
1
5
3
7
）へ
。
独
居
高
齢
者

ふ
れ
あ
い
訪
問
等
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
社
会
福
祉
協
議
会（
☎
27
‐
7･

7
5
5
）、
移
送
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
☎

27
‐
8
0
1
0
）へ
。

シニア元気アップ教室
日時＝5月13日㈮・20日㈮・27日㈮（全3回） 午

後1時30分〜3時30分
会場＝赤坂ふれあいセンター
内容＝音楽に合わせた簡単なリズム体操、合奏、

合唱など
対象＝市内在住の65歳以上の人
定員＝20人（初めての人を優先に先着順）
参加費＝無料
持ち物＝動きやすい服装、飲み物
※申し込みは社会福祉協議会（☎27-7755）へ。

手拍子に合わせて合唱
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73
‐
7
9
0
0
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
間
＝
5
月
16
日
㈪
〜
8
月
16
日

㈫（
当
日
消
印
有
効
）

支
給
方
法
＝
申
請
の
受
け
付
け
後
、
決

定
通
知
書
を
送
付
し
て
指
定
の
口
座

に
振
り
込
み
ま
す

※
く
わ
し
く
は
社
会
福
祉
課（
☎
20‐･

1･

5
3
6
）へ
。

対
象
＝
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
人

◦
平
成
27
年
1
月
1
日
に
市
に
住
民
記

録
が
あ
る（
平
成
27
年
1
月
2
日
以

降
に
転
入
し
た
人
は
、
転
入
前
の
市

区
町
村
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

◦
生
年
月
日
が
昭
和
27
年
4
月
1
日
以

前
◦
平
成
27
年
度
の
市
民
税
が
課
税
さ
れ

て
い
な
い（
課
税
さ
れ
て
い
る
人
の

扶
養
で
あ
る
場
合
や
、
生
活
保
護
を

受
け
て
い
る
人
な
ど
は
除
く
）

金
額
＝
3
万
円

申
請
方
法

　
支
給
対
象
と
見
込
ま
れ
る
人
に
は
申

請
書
類
を
5
月
13
日
㈮
以
降
に
郵
送
し

ま
す
。
く
わ
し
い
支
給
対
象
の
要
件
な

ど
は
申
請
書
類
と
共
に
送
付
し
ま
す
の

で
、
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
対
象
に
な

る
人
は
必
要
事
項
を
書
い
て
同
封
の
返

信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
対
象
と
思
わ
れ
る
の
に
申
請
書
類
が

届
か
な
い
場
合
は
成
田
市
給
付
金
専
用

ダ
イ
ヤ
ル（
5
月
16
日
㈪
に
開
設
、
☎

申
請
は
5
月
16
日
か
ら

高
齢
者
向
け
給
付
金（
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
）

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高
齢
者
に
対
し
、

給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

対象と見込まれる人には5月13日以降に申請書類を郵送

　厚生労働省・県・市区町村の職員な
どがATM（現金自動支払機）の操作や、
給付金の受け取りのための手数料を求
めることはありません。
　振り込め詐欺や個人情報の詐取に注
意してください。

振り込め詐欺に注意

高齢者向け給付金対象者確認チャート

1. 平成27年度の臨時福祉給付金（6,000円）を受給しましたか？
　 受給していない場合、支給要件を満たしますか？

2. 生年月日は昭和27年4月1日以前ですか？

対象ではありません

対象ではありません

3.･高齢者向け給付金（3万円）の支給対象者となる可能性があります。

はい
いいえ

いいえ
はい
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す
る
保
険
給
付
費
は
膨
ら
み
、
厳
し
い

財
政
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
保
険
給
付
費
は
約
86

億
円
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
約
2
億
9
、

0
0
0
万
円
も
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、

1
人
当
た
り
の
保
険
給
付
費
は
24
万
4
、

4
0
4
円
と
な
り
、
1
人
当
た
り
の
国

保
税
課
税
額
の
3
倍
以
上
と
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
で
き
る
限
り
加
入
者
の
負
担

を
抑
制
す
る
た
め
、
市
の
一
般
会
計
か

ら
の
繰
り
入
れ
で
財
源
不
足
を
補
て
ん

し
て
対
応
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
26
年

度
は
、
約
15
億
7
、
0
0
0
万
円
を
繰

り
入
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
一
般
会
計
は
市
税
を
主
な

財
源
と
し
て
い
る
た
め
、
繰
入
金
を
増

や
し
続
け
る
こ
と
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

国
保
制
度
の
広
域
化

　
平
成
30
年
度
か
ら
国
保
制
度
の
運
営

主
体
が
市
町
村
か
ら
都
道
府
県
へ
変
わ

り
ま
す
。

　
広
域
化
後
の
国
保
税
は
、
県
か
ら
示

さ
れ
る
標
準
的
な
税
率
な
ど
を
参
考
に
、

市
が
個
々
の
事
情
に
応
じ
た
賦
課
・
徴

（
40
〜
64
歳
の
人
の
み
対
象
）に
分
か
れ
、

そ
れ
ら
の
合
計
額
が
世
帯
主
に
課
税
さ

れ
ま
す（
左
上
イ
ラ
ス
ト
）。

　
こ
の
加
入
者
が
納
め
る
国
保
税
と
、

国
・
県
か
ら
の
支
出
金
な
ど
で
国
保
は

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
一
低
い
課
税
額

　
本
市
の
国
保
税
は
、
平
成
25
年
度
に

改
正
を
行
っ
た
後
も
、
県
内
で
最
も
低

い
税
率
を
維
持
し
て
き
ま
し
た
。

　
平
成
26
年
度
の
国
保
税
課
税
額
は
、

1
世
帯
当
た
り
13
万
8
、
0
4
2
円

（
県
内
市
平
均
16
万
9
、
9
9
6
円
）、

1
人
当
た
り
7
万
8
、
9
8
5
円（
同

9
万
7
、
1
8
3
円
）で
、
県
内
で
最

も
低
い
額
で
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況

　
国
保
加
入
者
の
高
齢
化
の
進
展
な
ど

に
よ
る
医
療
費
の
増
加
で
、
市
が
負
担

国
保
の
算
定
方
法

　
国
保
税
は
、
基
礎
課
税
分
、
後
期

高
齢
者
支
援
金
分
、
介
護
納
付
金
分

収
を
行
う
た
め
、
直
ち
に
県
内
統
一
の

税
率
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　
し
か
し
、
将
来
的
に
は
県
内
で
一
本

化
さ
れ
た
税
率
を
目
指
す
こ
と
か
ら
、

税
率
が
急
変
し
な
い
よ
う
広
域
化
を
見

据
え
て
改
正
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

引
き
上
げ
は
世
帯
平
均

約
1
万
7
、
0
0
0
円

　
今
回
の
税
率
改
正
で
は
、
国
保
税
の

課
税
額
で
約
3
億
5
、
0
0
0
万
円
の

引
き
上
げ
と
し
ま
し
た
。
こ
の
金
額
は

世
帯
平
均
で
約
1
万
7
、
0
0
0
円
、

加
入
者
一
人
当
た
り
で
は
約
1
万
円
の

引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
各
世
帯
へ
の
実
際
の
影
響

額
は
、
加
入
者
数
・
年
齢
構
成
・
所
得

金
額
や
、
一
定
所
得
以
下
世
帯
へ
の
減

額
制
度
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
改
正
後
も
県
内
で
最
も
低
い
税
率
で

あ
り
、
今
後
も
加
入
者
の
負
担
水
準
を

低
く
維
持
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
き
ま

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
保
険
年
金
課（
☎
20
‐

1
5
2
6
）へ
。

平
成
28
年
度
か
ら
税
率
が
変
更
に

国
民
健
康
保
険
税

国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、
病
気
や
け
が
を
し
た
と
き
の
経
済
的

な
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
加
入
者
が
国
保
税
を
出
し
合
い
、

お
互
い
に
助
け
合
う
制
度
で
す
。
平
成
28
年
度
か
ら
税
率
が
変
更

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

40歳未満の人

基
礎　課

税
分

基
礎　課

税
分

　介
護

保
険
料

　
　介
護

納
付
金
分

基
礎　課

税
分
後期高齢者
支援金分

後期高齢者
支援金分

後期高齢者
支援金分

40歳以上65歳未満の人 65歳以上75歳未満の人

区分 改正前 改正後

基礎課税分

所得割率*¹ 5.72% 6.30%
均等割額*² 1万7,500円 1万9,800円
平等割額*³ 1万4,000円 1万7,000円
課税限度額 51万円 52万円

後期高齢者
支援金分

所得割率 1.43% 1.73%
均等割額 5,000円 7,000円
課税限度額 16万円 17万円

介護納付金分
所得割率 1.54% 1.68%
均等割額 1万4,000円 1万5,000円
課税限度額 14万円 16万円

合計

所得割率 8.69% 9.71%
均等割額 3万6,500円 4万1,800円
平等割額 1万4,000円 1万7,000円
課税限度額 81万円 85万円

年齢別の国保税の内訳

国民健康保険税の税率

＊1　所得割率…所得に対する税率
＊2　均等割額…1人当たりの金額
＊3　平等割額…1世帯当たりの金額
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4
月
1
日
付
け
で
市
職
員
の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
の
異
動
者
と
昇
格
者
、
退
職
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
　
）内
は
旧
所
属

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
5
0
5
人
が
異
動

部
長
級
異
動
　
3
人

総
務
部
長
・
宮
田
洋
一（
企
画
政
策
部

参
事
）／
環
境
部
長
・
石
井
益
実（
環
境

部
参
事
）／
経
済
部
長
・
藤
﨑
祐
司（
生

涯
学
習
部
長
）

部
長
級
昇
格
　
3
人

企
画
政
策
部
参
事
・
都
祭
幸
也（
契
約

検
査
課
長
）／
空
港
部
参
事
・
山
田
明

彦（
危
機
管
理
課
長
）／
生
涯
学
習
部

長
・
秋
山
雅
和（
生
涯
学
習
課
長
兼
三

里
塚
御
料
牧
場
記
念
館
長
）

課
長
級
異
動
　
12
人

企
画
政
策
課
長
・
伊
藤
昭
夫（
保
育
課

長
）／
総
務
課
長
・
宮
﨑
由
紀
男（
子

育
て
支
援
課
長
）／
管
財
課
長
・
町
田

浩（
介
護
保
険
課
長
）／
契
約
検
査
課

長
・
宮
本
和
人（
管
財
課
長
）／
危
機
管

理
課
長
・
須
賀
澤
賢
治（
図
書
館
長
兼

視
聴
覚
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
）／

ク
リ
ー
ン
推
進
課
長
・
黒
田
高
良（
農

政
課
長
）／
保
育
課
長
・
岡
田
康
裕（
ク

リ
ー
ン
推
進
課
長
）／
農
政
課
長
・
荻

原
幸
夫（
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
副

参
事
）／
下
水
道
課
長
・
伊
藤
信
男（
街

路
課
長
）／
議
会
事
務
局
長
・
髙
橋
康

久（
企
画
政
策
課
長
）／
監
査
委
員
事
務

局
長
・
坂
本
公
男（
総
務
課
長
）／
農
業

委
員
会
事
務
局
長
・
木
内
悦
夫（
健
康

増
進
課
長
）

課
長
級
昇
格
　
14
人

契
約
検
査
課
副
技
監
兼
工
事
検
査
室

長
・
前
沢
行
哉（
契
約
検
査
課
工
事
検

査
室
長
）／
下
総
支
所
長
・
矢
﨑
光
二

（
総
務
課
長
補
佐
）／
介
護
保
険
課
長
・

三
橋
栄（
介
護
保
険
課
主
幹
）／
子
育
て

支
援
課
長
・
菱
木
澄
子（
保
育
課
長
補

佐
）／
健
康
増
進
課
長
・
田
中
み
を（
健

康
増
進
課
主
幹
）／
道
路
管
理
課
長
・

小
倉
義
明（
市
街
地
整
備
課
再
開
発
事

業
室
長
）／
街
路
課
長
・
鵜
澤
和
男（
都

市
計
画
課
長
補
佐
）／
工
務
課
長
・
香

取
秀
夫（
工
務
課
長
補
佐
）／
教
育
指
導

課
長
・
中
條
専
一（
富
里
中
学
校
よ
り

転
入
）／
教
育
指
導
課
副
参
事
兼
教
育

セ
ン
タ
ー
所
長
・
阿
部
光
雄（
下
総
中

学
校
よ
り
転
入
）／
生
涯
学
習
課
長
兼

三
里
塚
御
料
牧
場
記
念
館
長
・
田
中
美

季（
図
書
館
主
幹
）／
生
涯
学
習
課
副
参

事
・
川
崎
秀
雄（
吾
妻
中
学
校
よ
り
転

入
）／
公
民
館
長
・
神
崎
良
浩（
会
計
室

長
補
佐
）／
図
書
館
長
兼
視
聴
覚
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
所
長
・
池
田
桂
士（
観

光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
課
長
補
佐
）

退
職
者
　
48
人

石
橋
廣（
総
務
部
）／
髙
木
誠
一（
保
険

年
金
課
）／
鈴
木
一
男（
交
通
防
犯
課
・

千
葉
県
警
察
本
部
へ
転
出
）／
佐
久
間

忠
昭（
下
総
支
所
）／
野
平
威
史（
下
総

支
所
）／
佐
久
間
清
一（
下
総
支
所
）／

岩
澤
久
恵（
下
総
支
所
）／
板
倉
洋（
大

栄
支
所
）／
高
木
し
づ
子（
大
栄
支
所
）

／
澁
谷
弘
之（
環
境
部
）／
樫
本
崇（
環

境
対
策
課
）／
戸
村
晃（
ク
リ
ー
ン
推
進

課
）／
恩
田
栄
治（
ク
リ
ー
ン
推
進
課
）

／
大
谷
敬
忠（
環
境
衛
生
課
）／
大
木
紀

夫（
環
境
衛
生
課
）／
小
林
玲
子（
子
育

て
支
援
課
）／
香
取
恭
子（
子
育
て
支

援
課
）／
颯
佐
志
津
子（
保
育
課
）／
神

山
友
子（
保
育
課
）／
伊
藤
敬
子（
保
育

課
）／
石
原
由
美
子（
保
育
課
）／
小
川

な
お
子（
保
育
課
）／
斎
藤
惠
美
子（
保

育
課
）／
小
野
智
子（
健
康
増
進
課
）／

諏
訪
峰
雄（
経
済
部
）／
冨
塚
三
夫（
道

路
管
理
課
）／
松
本
光
平（
下
水
道
課
）

／
會
嶋
成
子（
都
市
計
画
課
）／
藤
崎
啓

子（
会
計
室
）／
石
井
知
子（
業
務
課
）／

小
林
勝
雄（
工
務
課
）／
飯
田
美
則（
議
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会
事
務
局
）／
中
村
光
夫（
監
査
委
員
事

務
局
）／
菱
木
一
男（
農
業
委
員
会
事
務

局
）／
長
井
久
美
子（
教
育
総
務
課
）／

西
村
雅
子（
教
育
総
務
課
）／
斎
藤
多
賀

子（
学
務
課
・
大
須
賀
小
学
校
へ
転
出
）

／
大
德
正
博（
学
務
課
・
下
総
中
学
校

へ
転
出
）／
大
竹
誠
司（
教
育
指
導
課
・

成
田
中
学
校
へ
転
出
）／
村
田
正
志（
教

育
指
導
課
・
下
総
小
学
校
へ
転
出
）／

西
﨑
祐
一（
教
育
指
導
課
・
久
住
小
学

校
へ
転
出
）／
丸
庸
仁（
教
育
指
導
課
・

西
中
学
校
へ
転
出
）／
富
澤
加
津
子（
教

育
指
導
課
・
加
良
部
小
学
校
へ
転
出
）

／
鈴
木
米
子（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）／

櫻
﨑
弘
美（
大
栄
幼
稚
園
）／
平
川
千
秋

（
生
涯
学
習
課
・
久
住
中
学
校
へ
転
出
）

／
小
川
浩（
公
民
館
）／
喜
多
圭
介（
公

民
館
）

消
　
防

課
長
級
異
動
　
8
人

予
防
課
長
・
伊
能
弘（
指
揮
指
令
課
長
）

／
警
防
課
長
・
鈴
木
郁
雄（
三
里
塚
消

防
署
長
）／
指
揮
指
令
課
長
・
宮
内
勝

（
大
栄
消
防
署
長
）／
成
田
消
防
署
長
・

八
木
正
道（
警
防
課
長
）／
赤
坂
消
防
署

長
・
大
木
昭
二（
指
揮
指
令
課
副
参
事
）

／
三
里
塚
消
防
署
長
・
渡
辺
文
明（
三

里
塚
消
防
署
副
参
事
兼
副
署
長
）／
大

栄
消
防
署
長
・
小
川
晴
夫（
赤
坂
消
防

署
副
参
事
兼
副
署
長
）／
赤
坂
消
防
署

副
参
事
兼
副
署
長
・
郡
政
明（
指
揮
指

令
課
副
参
事
）

課
長
級
昇
格
　
2
人

指
揮
指
令
課
副
参
事
・
湯
浅
貴
雄（
赤

坂
消
防
署
公
津
分
署
長
）／
指
揮
指
令

課
副
参
事
・
鵜
澤
正
明（
指
揮
指
令
課

主
幹
）

退
職
者
　
6
人

田
口
好
一（
予
防
課
）／
篠
塚
直
喜（
成

田
消
防
署
）／
平
山
修
司（
成
田
消
防

署
）／
平
山
達
也（
成
田
消
防
署
）／
邊

田
正
美（
赤
坂
消
防
署
）／
塩
田
光
男

（
大
栄
消
防
署
）

※
く
わ
し
く
は
人
事
課（
☎
20
‐
1･

5･

0･

5
）へ
。

　印旛郡市職員採用共同試験が次の日程で行われます。成田市では、次の通り職員を募集
します。
採用予定職種＝一般行政職上級など。詳細は、広報なりた5月1日号に掲載
受験資格＝職種により異なる。詳細は、広報なりた5月1日号に掲載
試験案内・申込書の配布場所＝人事課（市役所3階）、同課ホームページ（http://www.city.

narita.chiba.jp/sisei/sosiki/jinji/std0000.html）
配布開始日＝5月17日㈫
申込方法＝申込書と受験票を直接または郵送で人事課（〒286-8585 花崎町760）へ
受付期間＝5月31日㈫〜6月17日㈮の月〜金曜日、午前8時30分〜午後5時15分（郵送の

場合は6月17日の消印有効）
試験日＝7月24日㈰
※一般行政職初級などの採用試験日程は、広報なりた7月1日号に掲載する予定です。また、

他市町を希望する人は、直接希望市町に問い合わせてください。くわしくは人事課（☎
20-1505）へ。

平成29年4月採用の市職員募集

新しい力を求めます

広報なりた 2016.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です11



手作りの横断幕で歓迎

再会を誓って抱擁

千葉さんが手本を見せながら

チームに分かれて
のリレー

　中学生8人、随行員4人で構成される友好訪問団が7日間にわたり、
姉妹都市であるアメリカ・サンブルーノ市を訪れました。空港で熱
烈な歓迎を受けた一行は、サンブルーノ市役所を訪問したり、消防
署やYouTube本社などを見学したりしました。滞在中は、中学生の
家庭にホームステイしたほか、中学校を訪問するなどして交流。7月
には、サンブルーノ市の中学生友好訪問団が本市を訪れる予定です。

中学生友好訪問団

姉妹都市・サンブルーノ市へ

わくわく陸上教室 in NARITA

先生は世界陸上メダリスト
　地域の大人が中心になり、学びや遊びを通して小学生た
ちに多くの体験をしてもらおうと小学校区ごとに活動して
いる「成田わくわくひろば」。その設立10周年を記念して、

「わくわく陸上教室 in NARITA」が開催されました。子ど
もたちはマラソンランナーの千葉真子さんから、スタート
の姿勢や腕の振り方など速く走るこつの指導を受けまし
た。教室の最後には、8チームに分かれてリレーを行い、
学んだことを実践しました。

3
25

3
17〜23

Narita
View

ま ち で き ご との

広報なりた 2016.4.15 12



表彰状を手にする橋本さん

クラブの芯でボールを捉えたショット

しだれ桜を背にフラダンス

市民パークゴルフ大会

ホールインワンの達成も
　スポーツを通して市民同士の交流を深めてもらおうと「市
民パークゴルフ大会」が久住パークゴルフ場で開催されまし
た。あいにくの雨の中での開催となりましたが、76人が参
加。参加者たちは、21組に分かれ全18ホールを2ラウンドし、
スコアを競い合いました。悪天候にも関わらず、6人がホー
ルインワンを達成するなど、レベルの高い大会になりました。

3
14

総務大臣表彰

　「国民参政125周年・普通選挙90周年・婦人参政70周年記
念」選挙関係功労者表彰において、橋本奼

た

壽
す

奈
な

さん（囲護台）が
総務大臣表彰を受けました。橋本さんは平成9年から、千葉県
明るい選挙推進協議会委員として、平成26年からは同協議会
の会長として、投票率の向上などに尽力し、これまでの多大な
功績により表彰されました。

橋本奼壽奈さんが受賞

公津しだれ桜ふれあいまつり

春の訪れに笑顔が集う
　公津公民館で活動するサークルの発表を、桜と共に楽しん
でもらおうと「公津しだれ桜ふれあいまつり」が開催されまし
た。26日は時折、小雨が降る肌寒い日でしたが、桜の下で
はフラダンスや手話ダンス、太極拳の発表が行われました。
また館内では、書道や写真作品の展示、茶道・フラワーアレ
ンジの体験コーナーなどが訪れた人を楽しませていました。

勝利を呼び込むホームイン

全国高等学校女子ソフトボール選抜大会

千葉県勢が見事優勝
　地方予選を勝ち上がった48校が参加し、「全国高等学校女
子ソフトボール選抜大会」が、市内を会場に開催されました。
最終日の3月22日にナスパ・スタジアムで行われた決勝戦に
駒を進めたのは、千葉県の千葉経済大学附属高校と愛知県の
星城高校。千葉経済大学附属高校が序盤のリードを守り切り、
2対0で初優勝を飾りました。

3
19〜22

3
26・27

まち の 旬 な 情 報 を お 届 けしま す

広報なりた 2016.4.15　☎／市外局番の記載のないものは「0476」です13



暮
ら
し
の
お
知
ら
せInform

ation
　
墓
地
の
清
掃
を
し
な
い
で
い
る
と
、

雑
草
が
生
い
茂
っ
て
隣
接
す
る
墓
地
の

使
用
者
に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。

　
墓
地
を
管
理
す
る
時
間
が
取
れ
な
い

人
に
は
、
い
ず
み
聖
地
公
園
管
理
組
合

が
清
掃
を
有
料
で
代
行
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
清
掃
の
代
行
を
希
望
す
る
人

は
、
同
組
合（
☎
36
‐
2
2
9
2
）へ
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

住
所
な
ど
が
変
わ
っ
た
ら
手
続
き
を

　
墓
地
使
用
許
可
書
の
記
載
内
容（
住

所
・
本
籍
・
保
証
人
な
ど
）に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
速
や
か
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。
特
に
住
所
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、
納
付
書
な
ど
の
重
要
書
類
が
届

か
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
。

許
可
の
取
り
消
し
に
注
意

　
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て
は
ま
る
場
合
、

墓
地
の
使
用
許
可
を
取
り
消
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

◦
使
用
者
が
死
亡
し
、
承
継
者
が
い
な

い
と
き

◦
使
用
者
が
住
所
不
明
と
な
っ
て
7
年

を
経
過
し
た
と
き

◦
普
通
墓
地
使
用
者
が
、
許
可
を
受
け

た
日
か
ら
2
年
を
経
過
し
て
も
囲
障

（
外
柵
）を
設
置
し
な
い
と
き

◦
3
年
間
管
理
料
の
納
付
が
な
い
と
き

式
場
・
和
室
の
利
用

　
霊
園
内
の
管
理
事
務
所
に
は
式
場
と

和
室
が
あ
り
、
納
骨
式
・
回
忌
な
ど
の

法
要
に
利
用
で
き
ま
す
。

料
金（
1
時
間
当
た
り
）

◦
式
場

・
使
用
料
…
2
、
4
8
4
円
。
4
時
間

を
超
え
る
と
1
、
0
8
0
円

・
冷
暖
房
費
…
2
7
0
円

◦
和
室

・
使
用
料
…
1
、
0
8
0
円
。
4
時
間

を
超
え
る
と
5
4
0
円

・
冷
暖
房
費
…
54
円

※
く
わ
し
く
は
環
境
衛
生
課（
☎
20
‐

1
5
3
1
）、
い
ず
み
聖
地
公
園
管

理
組
合（
☎
36
‐
2
2
9
2
）へ
。

在
学
中
の
利
子
を
補
給

国
の
教
育
ロ
ー
ン

　
市
で
は
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
融
資

を
受
け
て
、
高
校
・
大
学
な
ど
に
入
学

す
る
人
や
在
学
し
て
い
る
人
、
そ
の
親

族
に
、
在
学
期
間
中
の
利
子
の
半
額
を

補
給
し
ま
す
。

対
象
＝
市
内
に
1
年
以
上
住
民
記
録
が

あ
り
、
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

利
子
補
給
期
間
＝
交
付
決
定
の
月
か
ら

在
学
期
間（
最
長
7
年
間
。
留
年
し

た
年
数
は
除
く
）

申
請
に
必
要
な
も
の
＝
返
済
予
定
表
・

住
民
票（
世
帯
全
員
が
記
載
さ
れ
た

も
の
）・
平
成
27
年
度
の
市
税
納
税

証
明
書
・
印
鑑
・
在
学
ま
た
は
入
学

を
証
明
で
き
る
も
の

※
く
わ
し
く
は
教
育
総
務
課（
☎
20
‐

1
5
8
0
）へ
。

明
細
で
確
認
を

固
定
資
産
・
都
市
計
画
税

　
市
で
は
、
平
成
28
年
度
の
固
定
資

産
・
都
市
計
画
税
の
納
税
通
知
書
を
発

送
し
ま
し
た
。
通
知
書
に
は
、
所
有
し

て
い
る
土
地
・
家
屋
な
ど
の
明
細
を
同

封
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

　
家
屋
の
新
築
、
増
築
、
建
て
替
え
、

取
り
壊
し
、
名
義
の
変
更
な
ど
が
あ
れ

ば
資
産
税
課（
☎
20
‐
1
5
1
4
）へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

市
内
で
9
月
30
日
ま
で

鳥
獣
の
捕
獲

　
市
で
は
、
農
作
物
に
被
害
を
及
ぼ
す

鳥
獣
の
捕
獲
を
、
市
街
地
を
除
く
市
内

全
域
で
行
い
ま
す
。
鳥
類
は
5
・
6
月

に
銃
器
に
よ
り
、
獣
類
は
9
月
30
日
㈮

ま
で
わ
な
に
よ
り
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま

す
。
安
全
に
努
め
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ま
た
、
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被

害
が
あ
る
場
合
に
は
農
政
課（
☎
20
‐

1
5
4
1
）に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

訪
問
セ
ー
ル
ス
に
ご
用
心

排
水
設
備
の
清
掃
・
点
検

　
「
市
役
所
か
ら
紹
介
さ
れ
て
排
水
設

備
の
清
掃
・
点
検
に
来
た
」
と
、
家
庭

を
訪
問
す
る
業
者
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
市
で
は
業
者
の
あ
っ
せ
ん
は
行
っ
て

い
ま
せ
ん
。
訪
問
セ
ー
ル
ス
で
不
審

に
感
じ
た
ら
下
水
道
課（
☎
20
‐
1 

5 

5 

3
）へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

墓
地
内
の
清
掃
は
自
分
で

い
ず
み
聖
地
公
園

いずみ聖地公園の墓地

※ くわしくは納税課（☎20-15 
19）へ。

限期今 月 の 納

固定資産税
（第1期）

5月2日㈪
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0
0
0
円

◦
中
学
生
…
1
万
円

　
受
給
者
の
前
年
の
所
得（
総
所
得
額

か
ら
医
療
費
控
除
な
ど
の
金
額
を
差
し

引
い
た
後
の
金
額
）が
、
所
得
制
限
限

度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
支
給
月
額
が

一
律
5
、
0
0
0
円
に
な
り
ま
す
。

※
く
わ
し
く
は
子
育
て
支
援
課（
☎

20
‐
1
5
3
8
）へ
。

整
備
工
事
に
補
助
金

共
同
墓
地

　
市
で
は
、
既
存
の
共
同
墓
地
の
整
備

工
事
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
墓
地
＝
区
・
自
治
会
・
管
理
組

合
・
5
つ
以
上
の
世
帯
で
管
理
す
る

墓
地

対
象
工
事
＝
墓
地
内
通
路
・
排
水
設

備
・
塀
・
擁よ
う
壁へ

き
の
工
事
な
ど（
20
万

円
未
満
の
工
事
は
除
く
）

事
務
局
、
農
業
委
員
会
事
務
局
、
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
、
教
育
総
務

部
、
生
涯
学
習
部
、
消
防
本
部

監
査
実
施
期
間
＝
平
成
27
年
10
月
16
日

〜
28
年
1
月
25
日

方
法
な
ど
＝
平
成
27
年
4
月
1
日
〜
9

月
30
日（
土
木
部
、
都
市
部
、
水
道

部
は
11
月
30
日
ま
で
）の
財
務
に
関

す
る
事
務
の
執
行
状
況
が
事
務
事
業

の
目
的
に
沿
っ
て
適
正
か
つ
効
率
的

に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
市
の
経
営
に

係
る
事
業
の
管
理
が
合
理
的
か
つ
効

率
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
を
主
眼
に

監
査
を
実
施
し
た
。
監
査
に
当
た
っ

て
は
、
提
出
さ
れ
た
資
料
や
提
示
さ

れ
た
関
係
書
類
な
ど
を
調
査
し
、
関

係
職
員
か
ら
説
明
を
聴
取
し
た

結
果
＝
「
各
部
局
の
財
務
に
関
す
る
事

務
は
、
お
お
む
ね
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
と
認
め
ら
れ
た
。
な
お
、
事

務
の
執
行
に
当
っ
て
は
常
に
経
済
性
、

効
率
性
お
よ
び
有
効
性
を
意
識
し
、

事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
経
費
の

削
減
に
努
め
ら
れ
た
い
」

※
く
わ
し
く
は
監
査
委
員
事
務
局（
☎

20
‐
1
5
7
2
）へ
。

補
助
額
＝
1
5
0
万
円
を
限
度
に
、
工

事
費
の
半
額（
騒
音
地
域
は
、
補
助

金
の
限
度
額
が
異
な
り
ま
す
）

※
着
工
す
る
前
に
環
境
衛
生
課（
☎

20
‐
1
5
3
1
）に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

平
成
27
年
度
の

結
果
を
公
表

定
期
監
査

　
平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
定
期
監
査

の
結
果
を
地
方
自
治
法
第
1
9
9
条
第

9
項
に
基
づ
き
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

成
田
市
監
査
委
員　
福
田　
　
　
稔

　
　
　
同　
　
　
　
三
浦　
　
　
弘

　
　
　
同　
　
　
　
宇
都
宮　
高
明

対
象
＝
企
画
政
策
部
、
総
務
部
、
財
政

部
、
空
港
部
、
市
民
生
活
部
、
環
境

部
、
福
祉
部
、
健
康
こ
ど
も
部
、
経

済
部
、
土
木
部
、
都
市
部
、
会
計
室
、

水
道
部
、
議
会
事
務
局
、
監
査
委
員

早
め
に
申
請
を

児
童
手
当

　
児
童
手
当
は
中
学
校
修
了
前
ま
で
の

児
童
を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
支
給
さ

れ
ま
す
。

　
出
生（
第
2
子
以
降
の
出
生
を
含
む
）

や
転
入
な
ど
で
新
た
に
児
童
手
当
の
支

給
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

申
請
し
た
月
の
翌
月
分
か
ら
が
支
給
の

対
象
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。

　
公
務
員
は
勤
務
先
か
ら
支
給
さ
れ
ま

す
の
で
、
手
続
き
な
ど
は
勤
務
先
に
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
窓
口
＝
子
育
て
支
援
課（
市
役
所

2
階
）、
下
総
・
大
栄
支
所

支
給
月
額（
1
人
当
た
り
）

◦
3
歳
未
満
…
1
万
5
、
0
0
0
円

◦
3
歳
〜
小
学
生
…
第
1
・
2
子
は

1
万
円
、
第
3
子
以
降
は
1
万
5
、

3月16日〜31日

市長
日誌

開会式で選手たちを激励（18日）

17日 大栄幼稚園卒園式
3月定例市議会閉会

18日

成田小学校卒業式
観光立国タウンミーティングin
千葉・成田
全国高等学校女子ソフトボール
選抜大会開会式

22日 成田ブランド推進会議
農業センター理事会

23日

産業まつり実行委員会
成田空港圏自治体連絡協議会
勉強会
成田国際空港騒音対策委員会

24日
水道事業運営審議会
成田空港周辺地域共生財団評
議員会

25日 農業青年会議所総会

27日 成田子ども名人戦
山之作共同利用施設竣工式

28日
印旛郡市広域市町村圏事務組
合議会臨時会
印旛沼環境基金臨時理事会

29日 成田空港に関する四者協議会
31日 職員退任式

※ 各施設の測定結果は、市ホームページ（http://www.city.narita.chiba.jp/sisei/
sosiki/koho/110311.html）に掲載しています。くわしくは環境対策課（☎20-
1532）へ。

市内の放射線量測定結果

単位：マイクロシーベルト／時国の目標値は0.23マイクロシーベルト／時です。

施設名 測定日 測定の高さ1m 測定の高さ
0.5m

測定の高さ
0.05m

小中学校（37カ所） 3月1日〜25日 0.03〜0.09 0.03〜0.09 0.03〜0.09
保育園・幼稚園・認可
外保育施設（35カ所） 3月1日〜25日 0.04〜0.08 0.04〜0.08 0.03〜0.09

保育園・幼稚園・認
可外保育施設（35カ
所）の砂場・ブランコ
など

3月1日〜25日 － 0.03〜0.09 0.03〜0.12

市役所（花崎町） 3月22日 0.07 0.08 0.09
3月28日 0.07 0.08 0.06

下総支所（猿山） 3月22日 0.10 0.10 0.11
3月28日 0.11 0.10 0.11

大栄支所（松子） 3月22日 0.07 0.07 0.06
3月28日 0.07 0.07 0.07

大清水大気測定局
（遠山中敷地内）

3月22日 0.07 0.08 0.08
3月28日 0.07 0.08 0.08

幡谷大気測定局
（久住体育館隣）

3月22日 0.08 0.08 0.08
3月28日 0.07 0.07 0.07
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暮
ら
し
の
お
知
ら
せ

Inform
ation

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
の
分
別
に
協
力
を

　
事
業
所
か
ら
出
る
一
般
廃
棄
物
は
近

年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
特
に
、
資

源
化
す
る
こ
と
が
可
能
な
古
紙
類
が
可

燃
ご
み
と
し
て
多
く
搬
入
さ
れ
て
い
て
、

清
掃
工
場
の
処
理
量
増
加
の
大
き
な
原

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
正
し
く
分
別
し
、
ご
み
の
減
量
化
、

資
源
化
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

分
別
は
プ
ラ
マ
ー
ク
が

目
印

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

　
市
で
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装（
白
色
の
指
定
袋
）を
資
源
物
と
し
て

自
己
搬
入
か
業
者
委
託
で

事
業
所
ご
み
の
処
理
方
法

　
飲
食
店
や
店
舗
、
事
業
所
な
ど
の
一

般
廃
棄
物
・
産
業
廃
棄
物
は
、
一
般
家

庭
用
の
集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
。
次

の
通
り
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
外
や
成
田
空
港
内
の
事
業

所
の
ご
み
は
自
己
搬
入
で
き
ま
せ
ん
。

空
港
内
で
の
、
ご
み
の
収
集
運
搬
業
許

可
を
受
け
て
い
る
業
者
に
委
託
し
処
理

し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
の
処
理

◦
自
己
搬
入
…
処
理
に
は
10
キ
ロ
グ
ラ

ム
当
た
り
2
1
6
円
掛
か
り
ま
す

・
可
燃
ご
み
…
成
田
富
里
い
ず
み
清
掃

工
場（
☎
36
‐
1
6
8
9
）へ

・
そ
れ
以
外
…
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

（
☎
36
‐
1
0
0
0
）へ

◦
業
者
委
託
…
成
田
市
一
般
廃
棄
物
収

集
運
搬
業
許
可
業
者
へ

産
業
廃
棄
物
の
処
理

　
適
正
な
基
準
に
基
づ
い
て
自
ら
処
理

す
る
か
、
県
の
許
可
を
受
け
た
「
産
業

廃
棄
物
処
理
業
者
」
に
委
託
す
る
な
ど

し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
県
印
旛
地
域
振
興
事
務
所
地

域
環
境
保
全
課（
☎
0
4
3
‐
4
8
3
‐

1
1
3
8
）ま
た
は
県
廃
棄
物
指
導
課

（
☎
0
4
3
‐
2
2
3
‐
2
7
5
7
）へ

回
収
し
て
い
ま
す
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
全
て
が
対
象

に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
白
色
の
指

定
袋
へ
の
分
別
は
次
の
こ
と
に
注
意
し

て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
プ
ラ
マ
ー
ク（
下
図
）が
付

い
て
い
る
こ
と
を
確
認
す

る
◦
中
身
は
使
い
切
る
か
、
取
り
除
く

◦
汚
れ
や
臭
い
が
な
い
か
確
認
す
る
。

　
汚
れ
や
臭
い
が
取
れ
な
い
も
の
は
、

可
燃
ご
み
と
し
て
出
す

※
く
わ
し
く
は
ク
リ
ー
ン
推
進
課（
☎

20
‐
1
5
3
0
）へ
。

購
入
前
に
手
続
き
を

浄
水
器
設
置
費
補
助
金

　
市
で
は
、
飲
料
用
井
戸
水
か
ら
対
象

物
質
が
基
準
値
を
超
え
て
検
出
さ
れ
た

場
合
、
こ
れ
ら
を
除
去
す
る
た
め
の
浄

水
器
を
設
置
す
る
世
帯
、
設
置
か
ら
5

年
以
上
経
過
し
故
障
な
ど
で
買
い
替
え

る
世
帯
に
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

対
象
物
質
＝
硝
酸
性
窒
素
、
亜
硝
酸
性

窒
素
、
ヒ
素
、
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ

ン
、
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
、
塩

化
ビ
ニ
ル
モ
ノ
マ
ー

　
補
助
金
の
交
付
を
受
け
る
に
は
、
浄

水
器
の
購
入
前
に
申
請
書
提
出
な
ど
の

手
続
き
と
審
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
上
水
道
が
整
備
さ
れ
て
い
る
地
区
の

人
は
、
補
助
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
対
策
課（
☎
20
‐

1
5
3
2
）へ
。

稲
作
農
家
の
皆
さ
ん
へ

飼
料
用
米

　
主
食
用
米
の
消
費
の
減
少
や
過
剰
な

作
付
け
な
ど
が
、
米
価
下
落
の
要
因
と

な
り
ま
す
。

　
飼
料
工
場
や
畜
産
農
家
に
大
き
な
需

要
が
あ
る
飼
料
用
米
の
生
産
に
取
り
組

む
こ
と
で
、
主
食
用
米
の
需
給
改
善
を

図
り
、
安
定
収
入
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

※
く
わ
し
く
は
農
政
課（
☎
20
‐
1
5
4･

1
）ま
た
は
県
生
産
振
興
課（
☎
0･

4･

3
‐
2
2
3
‐
2
9
8
0
）へ
。

見
つ
け
た
ら
連
絡
を

街
路
樹
の
害
虫

　
害
虫
に
よ
る
街
路
樹
の
被
害
を
最
小

に
抑
え
る
た
め
に
、
街
路
樹
の
葉
に
異

変
や
害
虫
を
発
見
し
た
場
合
は
道
路
管

理
課（
☎
20
‐
1
5
5
1
）へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
同
課
へ
。

駆
除
に
ご
協
力
を

オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク

　
オ
オ
キ
ン
ケ
イ
ギ
ク
は
、
5
〜
7
月

ご
ろ
に
直
径
5
〜
7
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル

の
鮮
や
か
な
黄
色
の
花
を
つ
け
る
植
物

で
す
。
生
命
力
・
繁
殖
力
が
強
く
、
一

度
定
着
す
る
と
在
来
の
野
草
の
生
育
場

所
を
奪
い
、
生
態
系
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。

　
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ
、
栽

培
・
販
売
な
ど
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
自
宅
の
庭
な
ど
に
生
え
て
い
た

ら
、
根
か
ら
引
き
抜
い
て
枯
れ
る
ま
で

乾
燥
さ
せ
て
か
ら
可
燃
ご
み
と
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い
。

※
く
わ
し
く
は
環
境
計
画
課（
☎
20
‐

1
5
3
3･

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w
w
.city.narita.chiba.jp/

sisei/sosiki/kankei/index.
htm
l

）へ
。

黄色い花を咲かせるオオキンケイギク
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相　談　名 期　日 時　間 場　所 問い合わせ先
市民生活相談（離婚・相続・
相隣関係・金銭貸借など） 月・金曜日 9：00〜16：00

市役所2階市民相談室
※ 各相談の受け付けは、終了時

間の30分前まで。予約制の相
談は、予約の時間までに来て
ください。

市民協働課
☎20-1507
※ 裁判所で係属中の事件

や法人からの相談は受
けません。弁護士法律
相談（同年度中に相談
は2回まで）の5月分の
予約は4月27日㈬午前
8時30分から受け付け
ます。

弁護士法律相談（予約制） 水曜日 13：00〜16：00
女性のための相談

（DV含む・予約制） 木曜日 10：00〜16：00

外国人相談（英語･中国語・
スペイン語･ポルトガル語） 4月22日㈮、5月13日㈮ 13：00〜16：00

税務相談 4月19日㈫、5月17日㈫ 10：00〜15：00
不動産相談 4月19日㈫、5月17日㈫ 10：00〜12：00
もめごと・なやみごと・
苦情相談（人権･行政相談）4月26日㈫、5月24日㈫ 10：00〜15：00

税務支援センター（予約制） 4月20日㈬・27日㈬、
5月11日㈬ 10：00〜15：00 千葉県税理士会成田支部

（囲護台1-1-2成田U-シティホテル1階）
千葉県税理士会成田支部
☎36-7411

市民よろず相談 4月16日㈯、5月21日㈯ 13：00〜16：00 保健福祉館
市民よろず相談室
代表 作田義美さん（行政
書士） ☎23-3286

司法書士法律相談 4月20日㈬、5月18日㈬ 18：00〜20：00 保健福祉館
千葉司法書士会佐倉支部
代表 菊地裕文さん
☎37-3776

司法書士による電話相談 月・水曜日 14：00〜17：00 電話相談のみ
（10120-971-438）

千葉司法書士会
☎043-246-2666

土地家屋調査士登記相談 5月11日㈬ 9：00〜12：00 成田法務局
千葉県土地家屋調査士会印旛支部
岩淵英司さん
☎043-485-1835

木造住宅耐震相談（予約制） 5月15日㈰ 9：30〜16：00 市役所5階501会議室　自宅でも可 建築住宅課 ☎20-1564

子育て中の人の職業相談 月〜金曜日 8：30〜17：00 市役所2階マザーズコーナー ハローワーク成田マザー
ズコーナー ☎20-0567

消費生活相談 月〜金曜日 9：30〜16：30 市役所2階消費生活センター 消費生活センター☎23-1161
社労士年金相談 水曜日 10：00〜15：00 市役所1階相談室 保険年金課 ☎20-1547
交通事故相談（予約制） 5月10日㈫ 10：00〜15：00 市役所2階相談室 交通防犯課 ☎20-1527

障がい者相談 月〜土曜日 9：00〜18：00 保健福祉館 ほっとすまいるセンター
☎27-1106

心配ごと相談
木曜日

13：00〜16：00
保健福祉館 社会福祉協議会

☎27-77554月15日㈮ 保健福祉館大栄分館
5月13日㈮ 下総地域福祉センター

くらしと就労相談 月〜金曜日 8：30〜17：15 商工会館1階 暮らしサポート成田
☎20-3399

家庭児童相談 月〜金曜日 9：00〜16：00 市役所2階家庭児童相談室 子育て支援課 ☎20-1538
就学相談（予約制） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（予約制） 火曜日 9：00〜16：00 教育センター 教育センター ☎20-2922
教育相談（不登校相談・い
じめ相談など） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 ふれあいるーむ21 

☎20-1414
教育相談（学校教育全般・
いじめ相談など） 月〜金曜日 9：00〜17：00 教育指導課（市役所5階） 教育指導課 ☎20-1582

教育相談（家庭教育・青少年教育） 月〜金曜日 9：00〜17：00 ふれあいるーむ21 教育相談室 ☎22-5100

農地・農政相談 5月11日㈬ 8：30〜11：30 下総支所農政課分室 農政課☎20-154213：30〜16：30 大栄支所農政課分室

心の健康、
応援します

一人で悩んでいないで相談してみませんか？
相談は無料で秘密は厳守されます。この機会に日ごろ感じている疑問や
悩みを解消してみてはいかがですか。

※12：00〜13：00は相談できません。祝日は相談を実施していません。相談日

困りごと・悩みごと相 談 室
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創業支援事業
ワンストップ窓口など

　市では、成田商工会議所・成田市東商
工会と連携して、起業する人を支援する
総合的な取り組みを行っています。興味
がある人は、相談してください。
創業ワンストップ窓口
　事業計画作成・販路開拓・資金調達な
ど、創業全般に関する相談を専門家が受
け付けます。
問い合わせ先＝成田商工会議所（☎22- 

2101）、成田市東商工会（☎73-2205）
創業支援資金（中小企業資金融資）
　起業する人が必要とする資金を融資す
るとともに、利子補給を行います。
融資額＝設備1,500万円・運転750万円

以内
貸付利率＝2.0%〜2.65%（1.95%〜2. 

35%の利子補給あり）
申込方法＝市内取扱金融機関へ
問い合わせ先＝商工課（☎20-1622）
創業支援補助金
　創業に要する経費の一部を補助します。
補助金の交付決定前に発生した経費は対
象になりません。また、対象とならない
経費もありますので、事前に相談してく
ださい。
対象経費＝創業から6カ月以内に要した

店舗等借入費、設備費のうち備品代、
広報費など
補助額＝50万円を上限に対象経費の2

分の1
対象＝成田商工会議所・成田市東商工会

の推薦を受けた、創業前または創業か
ら6カ月以内の個人・法人
問い合わせ先＝商工課（☎20-1622）
創業セミナー・起業塾
　創業に関心がある人向けのセミナー
や、創業に必要な知識を集中的に学ぶ起
業塾を開催します。
問い合わせ先＝商工課（☎20-1622）
※くわしくは各問い合わせ先へ。

豊住第1スポーツ広場
5月からナイター利用開始

期間＝5〜10月
照明灯使用料（30分当たり）＝2,050円
※申し込みは豊住地区体育協会事務局・

野平さん（☎37-1000）へ。

農作業と機械作業
平成28年度の標準の額が決定

　平成28年度の農作業標準賃金と機械
作業標準料金が、次の通り決まりました。

＊乾燥調整、育苗を除く作業は、オペレー
ター1人付き料金

※料金は消費税を含みます。くわしくは
農業委員会事務局 （☎20-1573）へ。

し催 物

子ども館だよ大集合
新入生も歓迎

　クイズや館内に隠された宝を探すゲー
ムをして、遊びながら子ども館を知って
もらうイベントです。ビンゴゲームでお
土産ももらえます。
　1年生もぜひ参加してください。
日時＝4月24日㈰ 午前10時〜11時30分
会場＝子ども館
内容＝宝探し、クイズ、ビンゴなど
対象＝小学生以上
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは子ども館（☎20-6300、月
曜日・祝日・第3日曜日は休館）へ。

成田市若手作家展
市内や近隣の芸術家による

日時＝4月19日㈫〜5月14日㈯ 午前10
時〜午後5時
会場＝スカイタウンギャラリー
内容＝日本画、アクリル画、立体などの

作品の展示
※入場は無料です。くわしくは文化芸術

センター（☎20-1133、月曜日は休館）
へ。

エアポートマーケット空市
豪華賞品が当たる抽選会も

日時＝4月23日㈯ 午前10時〜午後3時
会場＝成田空港第2旅客ターミナルビル

前中央広場
内容＝空港周辺市町の特産品・農産物の

販売、人気キャラクターショー、航空
会社による体験コーナーなど

※参加を希望する人は当日直接会場へ。
くわしくは空市実行委員会事務局（☎
34-6393）へ。

バリアフリーロックコンサート
音楽で障がい者差別のない世界を

　障がいを持つメンバーがプロとして活
躍するバンド「サルサガムテープ」のコン
サートです。
日時＝5月29日㈰ 午後3時から
会場＝スカイタウンホール
入場料（全席指定）＝2,000円
入場券販売場所＝文化芸術センター事務

室（スカイタウン成田4階）
※くわしくは同センター（☎20-1133、月

曜日は休館）へ。

農作業標準賃金

作業種目 契約
種別

標準賃金
（円） 備考

水田 1日 9,900 実労働時間
は8時間畑・果樹収穫 1日 8,200

機械作業標準料金

作業種目 契約
種別

標準料金
（円） 備考

水田耕起 トラクター 10a請負 5,800 1回分の料金

水田
代かき

トラクター 
ドライブハ
ロー

10a請負 6,100 仕上げの料金

植え付え 田植機 10a請負 7,200
苗費は含まな
い、側条施肥
は割り増し

刈取脱穀 コンバイン 10a請負 1万7,200 倒伏水田は
割り増し

乾燥調整 60kg 当
たり 2,800 籾摺料金640

円を含む
育苗 1箱当たり 780 ─
畔塗り トラクター 1m当たり 35 ─

畑耕起
トラクター 
普 通 ロー
タリー

10a請負 5,500 1回分の料金

上映作品変更のお知らせ
視聴覚サービスセンター

映画会
　広報なりた4月1日号でお知らせ
した映画会の上映作品が変更にな
りました。
期日と変更内容
4月24日㈰＝「白雪姫」1937年・

アメリカ・アニメ・吹替
4月30日㈯＝「麦秋」1951年・日本
※くわしくは視聴覚サービスセン

ター（☎27-2533、月曜日・祝日
は休館）へ。
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市体育館のイベント
回数券で参加できます

　11回分3,000円の回数券を販売して
います。ぜひ利用してください。
会場＝市体育館
対象＝16歳以上の人（親子ふれ愛体操は

未就学児とその親）
定員＝各50人（先着順。親子ふれ愛体操

は30組）
参加費＝市内在住・在勤の人300円、

そのほかの人400円（保険料など）
ヨガ教室
日時＝5月6日㈮・13日㈮・20日㈮・

27日㈮ 午後1時30分〜2時45分
申込開始日＝4月15日㈮
ナイト・ヨガ
日時＝5月30日㈪ 午後7時〜8時30分
申込開始日＝4月15日㈮
ピラティス
日時＝5月10日㈫・17日㈫・31日㈫ 

午後2時〜3時
申込開始日＝4月18日㈪
骨盤体操
日時＝5月12日㈭・26日㈭ 午後3時〜

4時
申込開始日＝4月19日㈫
認知症予防＆アルファエクササイズ
日時＝5月9日㈪・16日㈪・23日㈪・

30日㈪ 午後1時30分〜3時
申込開始日＝4月20日㈬
健康増進フィットネス体操
日時＝5月12日㈭・19日㈭・26日㈭ 

午後1時30分〜3時
申込開始日＝4月21日㈭
親子ふれ愛体操
日時＝5月23日㈪ 午前10時〜11時30

分
申込開始日＝4月21日㈭
初めてのエアロビクス
日時＝5月11日㈬・19日㈭・25日㈬ 

午後1時30分〜3時（19日は午前10
時〜11時30分）
申込開始日＝4月22日㈮
※申し込みは申込開始日の午前9時から

市体育館（☎26-7251）へ。

田んぼと畑の耕育教室
楽しく農業体験

　1年を通じて田植え、稲刈り、野菜の
植え付け・収穫、そば打ち、みそ作り、
餅つきなどを体験します。初回は5月7
日㈯・8日㈰・14日㈯・15日㈰に開催
され、田植えを行います。
時間＝午前10時〜午後3時
会場＝滑河駅近くの田んぼ・畑（小浮）
参加費＝1家族年間3万9,000円（種苗

代・収穫物代・保険料など）。1回ご
との参加は1組（大人1人、子ども1人）
2,500円（1人追加するごとに別途大
人1,000円、子ども500円）
申込方法＝4月30日㈯までに、みんな

の農村ネットワークのホームページ
（http://www.minson.jp）から申し
込む。または住所、参加者全員の氏名・
年齢、電話番号を同ネットワーク（E
メールinfo@minson.jp）へ

※くわしくは、みんなの農村ネットワー
ク事務局・片岡さん（☎090-1461-38 
81）へ。

スポーツリーダーバンク登録者
資格取得費用の一部を助成

　スポーツ・レクリエーション活動の普
及推進を目的に、指導者の登録・紹介な
どを行う「スポーツリーダーバンク」の登
録者を受け付けています。市が指定する
講習会に参加して資格を取得した場合、
参加費の一部を助成します。
※くわしくは生涯スポーツ課（☎20-15 

84）へ。

お知らせ

ダリアの球根配布
花と緑のあふれるまちへ

　市ではダリアの球根を先着1,500人
（1人1袋）に配布します。
配布日時＝4月26日㈫〜28日㈭ 午前9

時〜午後5時
配布場所＝公園緑地課（市役所5階）、下

総・大栄支所、中央公民館、三里塚コ
ミュニティセンター、もりんぴあこうづ

※くわしくは公園緑地課（☎20-1562）へ。

なかよしひろば
子どもの遊び場

　なかよしひろばは、市内3カ所（子ど
も館、三里塚コミュニティセンター、も
りんぴあこうづ）にあります。乳幼児が
自由に遊べ、保護者が子育てについての
相談や助言が受けられ、情報交換できる
場所です。
　このたび、成田エアポートライオンズ
クラブから3カ所に室内遊具が寄贈され
ました。子どもたちが楽しく遊べる遊具
です。皆さんぜひ遊びに来てください。
※くわしくは子育て支援課（☎20-153 

8）へ。

種の配布
緑のカーテン

配布する種＝ゴーヤ・ツルムラサキ（先
着順。1人2袋まで）
配布場所＝環境計画課（市役所4階）、下

総・大栄支所
※くわしくは、なりた環境ネットワーク

事務局（環境計画課・☎20-1533）へ。

行政改革推進計画
具体的な取り組みを明示

　市では、「成田市第5次行政改革大綱」
に基づく具体的な行政改革の取り組みを
明示した「成田市行政改革推進計画（平成
28〜30年度）」を策定しました。
　本計画の実施により、市民満足度を重
視した行政サービスの向上と簡素で効率
的・効果的な行政経営を進めていきます。
　計画は、行政管理課ホームページ（ht 
tp://www.city.narita.chiba.jp/sise 
i/sosiki/joho/std2831.html）、行政
資料室（市役所1階）、市立図書館で閲覧
できます。
※くわしくは行政管理課（☎20-1501）へ。

寄贈された遊具で遊ぶ子どもたち

募 集
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認知症サポーター養成講座
理解を深めよう

　認知症の人や家族を応援し、誰もが暮
らしやすい地域をつくるため、認知症に
ついて正しい知識を身に付けませんか。
日時＝5月18日㈬ 午後1時30分〜3時

30分
会場＝市役所6階中会議室
内容＝認知症に対する正しい知識と具体

的な対応などについて学ぶ
対象＝市内在住・在勤・在学の人
定員と参加費＝25人（先着順）・無料
※申し込みは5月11日㈬までに高齢者

福祉課（☎20-1537）へ。

おたすけ隊
日常生活をお手伝い

　高齢者や障がいなどで日常生活に支障
のある人（利用会員）が家事などで手助け
を必要とするときに、手伝ってくれる人

（協力会員）を紹介しています。
内容＝食事の支度・後片付け、洗濯、掃除、

生活必需品の買い物、通院・外出の付
き添い、代筆、代読、話し相手など
協力会員
対象＝心身ともに健康でボランティア活

動に興味がある人
年会費＝500円（保険料）
利用会員
対象＝市内在住で高齢・障がいなどによ

り、日常生活に支障のある人
年会費＝1,000円（利用した場合は協力

会員に1時間当たり700円（交通費別
途）の利用料を支払う）

※くわしくはボランティアセンター（☎
27-8010）へ。

自衛官
日本の安全を守る

技術海上幹部・技術航空幹部
応募資格＝大卒で38歳未満（技術航空幹

部は大卒で45歳未満）の人
試験日＝6月27日㈪
技術海曹・技術空曹
応募資格＝20歳以上の国家免許資格を

持つ人など
試験期日＝6月24日㈮
※申し込みは4月22日㈮〜5月13日㈮に

成田地域事務所（☎22-6275）へ。

市内施設見学会
開学間もない大学など

　4月に開学したばかりの国際医療福祉
大学成田キャンパスを歩いてみませんか。
期日＝5月13日㈮
集合時間＝午前9時（午後3時30分解散）
集合場所＝市役所3階第2応接室
見学コース＝市議会議場、国際医療福祉

大学成田キャンパス、成田富里いずみ
清掃工場・リサイクルプラザ
対象＝市内在住の人
定員＝36人（初めての人を優先に抽選）
参加費＝無料（昼食は各自で用意）
申込方法＝4月22日㈮（当日消印有効）

までに、はがき・FAX・Eメールの
いずれかで住所・氏名（フリガナ）・生
年月日・電話番号を広報課（〒286-
8585 花崎町760 FAX24-1006 E
メールkoho@city.narita.chiba.jp）
へ

※くわしくは同課（☎20-1503）へ。

絵本の読み聞かせ講座
ボランティアを考えている人に

期日と内容（全2回）
◦5月27日㈮…絵本の選び方
◦6月2日㈭…読み聞かせ実習
時間＝午前10時〜正午
会場＝市立図書館
対象＝市内在住で2日間とも受講でき、

小学校などで絵本の読み聞かせをして
いる人、または今後活動予定の人
定員＝30人（先着順）
参加費＝無料
※託児（2歳以上）を希望する人は5月20

日㈮までに市立図書館へ（定員4人・
先着順）。申し込みは午前9時30分か
ら同館（☎27-2000、月曜日・4月
28日㈭は休館）へ。

ノルディックウォーキング講座
2本のポールを使って歩く

　運動が苦手な人や高齢者、腰痛・ひざ
痛がある人でも安心して始められます。
日時＝5月20日㈮、6月17日㈮ 午後1

時30分〜3時30分
会場＝もりんぴあこうづ
対象＝成人
定員＝各12人（先着順）
参加費＝500円（保険料など）
持ち物＝動きやすい服装、歩きやすい靴、

タオル、飲み物、ポール（貸し出しあり）
※申し込みは、もりんぴあこうづ（☎27-

5252、第4月曜日は休館）へ。

16ミリ映写機操作技術講習会
スキルアップに

日時＝5月14日㈯・15日㈰ 午前10時
〜午後4時
会場＝市立図書館
定員と参加費＝各15人（先着順）・無料
※申し込みは4月30日㈯までに視聴覚

サービスセンター（☎27-2533、月
曜日・祝日は休館）へ。

夏休み海外研修交流事業
ホームステイを通して

期間＝7月22日㈮〜8月14日㈰の8〜18
日間
対象＝小学3年生〜高校3年生
派遣先＝イギリス、オーストラリア、カ

ナダ、サイパン、シンガポール、フィ
ジー、フィリピン、モンゴル
参加費＝25〜69万円
※くわしくは国際青少年研修協会（☎

03-6417-9721 ホームページhttp: 
//www.kskk.or.jp）へ。

開学した国際医療福祉大学

　広報なりた4月1日号28ページに
掲載した「市の人口」の前月比に誤
りがありました。正しくは次の通
りです。お詫びして訂正します。

人　口 …131,589人　（－106）
　男　……66,178人　（－169）
　女　……65,411人　（＋ 63）
世帯数……58,690世帯（－ 97）

2月末日現在（　）内は前月比　

お詫びと訂正
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MESSAGE BOARD

伝 板言

非常勤歯科衛生士
健康増進課で

応募資格＝歯科衛生士の資格を持つ人
募集人員＝若干名
業務内容＝歯科健診などの補助、訪問歯

科診療
勤務期間＝6月1日〜3月31日
勤務場所＝保健福祉館など
時給＝1,350円
応募方法＝4月28日㈭（必着）までに写真

を貼った履歴書を直接または郵送で健
康増進課（〒286-0017 赤坂1-3-1）へ

※くわしくは同課（☎27-1111）へ。

成人式実行委員
自分たちの手で盛り上げよう

　平成29年成人式を1月8日㈰に成田空
港で開催します。その企画・運営を担う
実行委員を募集します。
対象＝平成8年4月2日〜9年4月1日に

生まれ、市内在住または市内の中学校
を卒業した人
定員＝20人（応募者多数は選考）
※平成30年対象者（19歳）も若干名募集

します。申し込みは5月31日㈫まで
に生涯学習課（☎20-1583）へ。

手話奉仕員養成講座（前期・後期）
基礎から学べる

日時＝5月14日〜2月25日の土曜日（全
27回） 午前10時〜正午（後期は午後1
時〜3時）
会場＝保健福祉館
対象＝市内在住で手話に興味のある人
（後期は市内在住で平成27年度までに
手話奉仕員養成講座前期課程を修了し
た人）
定員＝各20人（先着順）
参加費＝無料（テキスト代は実費）
※申し込みは5月10日㈫までに障がい

者福祉課（☎20-1539）へ。

ヨガ教室
大栄B＆G海洋センターの

日時＝5月12日㈭・19日㈭・26日㈭ 
午前10時〜11時30分
会場＝大栄B＆G海洋センター
対象＝16歳以上の人
定員＝各50人（先着順）
参加費＝市内在住・在勤の人300円、

そのほかの人400円（保険料など）
※申し込みは午前9時から同センター
（☎73-5110、月曜日、祝日の翌日は
休館）へ。

企業対抗ゴルフ大会
職場の2人1組で

日時＝6月6日㈪ 午前8時から
会場＝レイクウッド総成カントリークラ

ブ（西和泉）
対象＝市内の企業・団体・組合などに勤

務する職場内のペア
参加費（1人当たり）＝2万3,000円（プ

レー費・昼食代・寄付金を含む）
※申し込みは5月16日㈪までに市体育

協会事務局（☎33-3811）へ。

市民テニス教室
初めての人も歓迎

日時＝5月14日㈯ 午後5時〜8時
会場＝中台運動公園テニスコート
内容＝初心者・女子・中級者に分かれて

の基本練習、ゲーム形式練習
対象＝15歳以上で市内在住・在勤の人、

市テニス協会加盟クラブ員
参加費＝無料
※参加を希望する人は当日直接会場へ。

くわしくは市テニス協会事務局・青木
さん（☎090-4367-6830）へ。

春の歴史講演会
龍正院を例に学ぶ

日時＝5月15日㈰ 午後3時から
会場＝市役所6階大会議室
テーマ＝古建築物の見方と修復工事の実

例〜県指定文化財龍正院本堂を例に
講師＝岩瀬繁さん（前千葉県文化財保護

指導委員）
※参加費は無料です。参加を希望する人

は当日直接会場へ。くわしくは生涯学
習課（☎20-1534）へ。

シルバーいきいき作品展
あなたの自信作を

　6月25日㈯〜7月3日㈰に赤坂ふれあ
いセンターで開催される「シルバーいき
いき作品展」の作品を募集します。
出品部門＝書・絵画・彫刻・写真・手工

芸・短歌・俳句・川柳
規格＝縦100cm×横60cm×高さ160cm

以内で搬入可能なもの。ただし、ガラス
の額装・手工芸品は出品できません（アク
リル板は可）

◦書…画仙紙半折までのもの
◦絵画…額装またはこれに準じた装丁

で、ひも掛けしたもの
◦写真…四つ切り以上でパネルまたはこ

れに準じた装丁で、ひも掛けしたもの
◦俳句・短歌・川柳…短冊に書いたもの
（裏面にも楷書で作品を書く）
応募点数＝絵画・写真部門は2点まで、

手工芸部門は3点まで、短歌・俳句・
川柳部門は全部で5点まで
応募期限＝6月23日㈭ 午後3時
応募方法＝作品に住所・氏名（フリガ

ナ）・年齢・電話番号を書いて午前9時
〜午後5時に赤坂ふれあいセンターへ

※出品は、おおむね60歳以上の人で平
成27年の「シルバーいきいき作品展」
以降に制作した未発表のものに限りま
す。くわしくは午前9時〜午後5時に
同センター（☎26-0236）へ。

市体育館の園芸教室
緑を育てよう

会場＝市体育館
定員＝各20人（先着順）
バラの育て方教室
日時＝5月18日㈬、8月17日㈬、1月18

日㈬（全3回） 午前10時〜11時30分
参加費＝3,000円（バラの苗、鉢、培養

土、保険料など）
持ち物＝剪

せん
定
てい

ばさみ・軍手・筆記用具
寄せ植えガーデニング教室
日時＝5月19日㈭ 午前10時〜11時30

分
参加費＝2,500円（草花の苗、鉢、培養

土、保険料など）
持ち物＝軍手・筆記用具
※申し込みは4月18日㈪午前9時から市

体育館（☎26-7251）へ。

募 集



Health and Welfare

広報なりた 2016.4.15 22

4c4c

▼一般健康相談 期日 受付時間 相談を受ける人

こころの健康相談（予約制）
（治療中の人は除く）

4月22日㈮
午後1時15分から 精神科医師・保健師

5月11日㈬

▼乳幼児健診・相談 期日 受付時間 対象
赤ちゃん相談・4カ月 4月25日㈪

午前9時〜9時30分
午後1時〜1時30分

平成27年12月生まれ

赤ちゃん相談・10カ月 4月22日㈮ 平成27年6月生まれ

1歳6カ月児健診 5月12日㈭ 平成26年10月生まれ

2歳児歯科健診 5月19日㈭ 平成25年10月生まれ

3歳児健診 4月28日㈭ 平成24年10月生まれ

こころの発達相談（予約制） 5月11日㈬ 午前9時〜11時50分 発達に心配のある乳幼児

保健インフォメーション
　このコーナーの会場は保健福祉館です。問い合わせは健康増進課（☎27-1111）へ。電話やＦＡＸ（27-1114）で健康に関する相談
なども受け付けています。相談は医師などの都合により日程を変更する場合があります。

日曜祝日診療機関
　都合により休診する場合があります。
来診前に電話で問い合わせてください。

成田病院（午前中・押畑・☎22-1500）
藤倉クリニック（午前中・幸町・☎22-1158）
聖マリア記念病院（取香・☎32-0711）
ひらの内科（日曜日の午前中・ウイング土
屋・☎23-8070）

大田クリニック（日曜日の午前中・ウイン
グ土屋・☎23-2100）

なのはなクリニック（日曜日の午前中・吉
岡・☎49-0533）10120-2

24時間

4-1
い

1
い

3
サービス

0

成田市医療相談ほっとライン
専門の医療スタッフが、24時間年中無休、
無料で相談に応じます。

ダイヤル回線からは☎043-242-9939、
午後7時〜10時・年中無休

☎♯8000
こども急病電話相談

赤坂1-3-1（保健福祉館敷地内）急病診療所 ☎27-1116

●母親学級（予約制）…主に初めて母親に
なる人が対象

●パパママクラス（予約制）…妊婦とその
家族が対象

　※日時などくわしくは健康増進課へ。
●こんにちは赤ちゃん事業…生後4カ月ま

での赤ちゃんが対象
　※ 赤ちゃんお誕生連絡票（母子健康手

帳別冊）を健康増進課へ送付。

ボンベルタ成田店

中台運動公園

こ
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー

国
道
51号
→

※事前に症状を連絡し、受付時間内に健康保険証を持って来所してください。

診療日 診療
科目 診療時間

毎日
（休診日なし）

内　科
小児科

午後7時〜11時（受け
付けは午後10時45
分まで）

日曜日・祝日
8月13日〜15日
12月29日〜1月3日

内　科
小児科
外　科
歯　科

午前10時〜午後5時
（受け付けは午後4時

45分まで）

【イオンモール成田】
4月23日㈯・24日㈰ 午前10時〜11時
45分、午後1時〜4時
【市役所1階ロビー】
4月26日㈫ 午前10時〜11時45分、午
後1時〜4時
【成田市場】
4月27日㈬ 午前9時30分〜正午
【成田小学校】
4月29日（金・祝） 午前10時〜11時45
分、午後1時〜4時30分
※ 都合により変更になる場合がありま

す。くわしくは健康増進課（☎27-11 
11）へ。

献血にご協力ください

　このコーナーの問い合わせは各保
育園へ。三里塚第一・三里塚第二・長
沼・大栄・宗吾・公津の杜保育園以外
は予約が必要です。
時･間＝午前10時〜11時（長沼は午前9

時〜午後0時15分、大栄は午前9時
30分〜午後4時30分、宗吾・公津の
杜は午前9時〜正午・午後1時〜3時）
対･象＝保育園・幼稚園に通っていない就

学前の乳幼児

保育園名 電話番号 期　日 保育園名 電話番号 期　日
＊松　崎 26-8282 4/15㈮、5/6㈮ 　小御門 96-2362 4/21㈭
　赤　荻 24-0752 4/22㈮、5/13㈮ ＊三里塚第一 35-0165 4/19㈫
＊赤　坂 20-6900 4/20㈬ ＊三里塚第二 35-0081 4/26㈫、5/10㈫
　橋賀台 28-0676 4/26㈫、5/10㈫ 　長　沼 37-0005

毎日
（土・日曜日、祝日を除く）

＊吾　妻 27-5773 4/27㈬、5/11㈬ ＊大　栄 73-3000
　新　山 28-2527 4/21㈭ ＊宗　吾 26-2472
　玉　造 26-8889 4/28㈭、5/12㈭ ＊公津の杜 29-6551
＊中台第二 29-6676 4/19㈫ ＊成　田 22-0856 一時保育のみ＊高　岡 96-0042 4/27㈬、5/11㈬ ＊つのぶえ 22-0867

＊は一時保育あり（要予約）

保 育 園 開 放 日
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転入した妊婦や乳幼児の保護者へ
母子保健サービス

　市では、母親学級・赤ちゃん相談・乳
幼児健診・予防接種などの母子保健サー
ビスを行っています。
　市内に引っ越してきた妊婦や乳幼児の
保護者に、これらのサービスの説明や、
妊婦・乳児健康診査受診票、幼児健診・
予防接種問診票の発行を行います。母子
健康手帳を持って、健康増進課（保健福祉
館内）で手続きしてください。妊婦・乳児
健康診査受診票の発行には、マイナンバー
カードまたはマイナンバーの通知カード
と運転免許証など本人確認ができるもの
が必要です。
※くわしくは健康増進課（☎27-1111）へ。

役立つ知識やこつを学ぼう
介護者教室

期日とテーマ
◦5月12日㈭…「介護保険の概要」「理解

しよう！認知症〜早期発見と治療」
◦5月16日㈪…「寝たきりにさせない介

護〜ベッド上での移動・車いすへの移
乗など」「疲れない身体介護のコツ」

◦6月6日㈪…「認知症と向き合うため
に」「介護者自身の健康づくり」

◦6月9日㈭…「口
こう

腔
くう

ケアの方法と健
けん

口
こう

体
操〜食べることは生きる力」「介護食の
実際」「成年後見制度について」
時間＝午前10時〜午後3時30分（5月

12日は午後1時30分〜4時30分）
会場＝保健福祉館
対象＝高齢者を介護している人、介護に

ついて学んでみたい人
定員と参加費＝30人（先着順）・無料
※テーマごとの参加もできます。申し込

みは高齢者福祉課（☎20-1537）へ。

発達に不安を感じたら
ことばの相談室

　言葉の発達や発音の誤り・吃
きつ

音
おん

などに
不安のある市内在住の就学前の子どもを
対象に、相談・訓練を行っています。
※申し込みは健康増進課（☎27-1111）へ。

差額ベッド料と人間ドックの助成
後期高齢者医療

差額ベッド料
対象＝15日以上継続して入院し、差額

ベッドを利用した後期高齢者医療の被
保険者（本人の所得制限あり）
申請方法＝保険年金課（市役所1階）また

は下総・大栄支所にある申請書の「証
明書欄」に医療機関の証明をもらい、
差額ベッド料がある期間の医療機関発
行の領収書、本人名義の通帳、後期高
齢者医療被保険者証、印鑑を持って保
険年金課または下総・大栄支所へ
申請期限＝差額ベッド料を支払った日の

翌日から2年
助成限度額＝1日1,000円を上限として

年度内30日まで
人間ドック・脳ドック
対象＝次の全てに当てはまる人
◦市内に1年以上在住している後期高齢

者医療の被保険者
◦市税・後期高齢者医療保険料を完納し

ている人
◦前回人間ドックを受けてから1年以上
（脳ドックは2年以上）経過している人

◦市が実施する「特定健康診査」「後期高
齢者健康診査」を同年度内に受診して
いない人
利用方法＝指定検査医療機関（下記）に予

約した後、受検日の2週間前までに保
険証と印鑑を持って保険年金課または
下総・大栄支所で手続きし、後日郵送
される承認書を持って受検
指定検査医療機関＝成田赤十字病院（☎2 

2-2311）、成田病院（☎22-1500）、県
立佐原病院（☎0478-54-1231）、北
総栄病院（☎95-6811）、聖隷佐倉市
民病院（☎043-486-0006）、国保旭
中央病院（☎0479-63-8111）、千葉
脳神経外科病院（☎043-250-1228、
脳ドックのみ）、龍ヶ崎済生会病院（☎02 
97-63-7111）、千葉ロイヤルクリニッ
ク（☎043-204-5511）、成田富里徳
洲会病院（☎93-1001）
助成額
◦人間ドック…受検費用の70%（検査種

別や費用などは医療機関により異なる）
◦脳ドック…2万円
※くわしくは保険年金課（☎20-1547）へ。

28年度の登録を受け付け
病児・病後児保育施設

　なのはなクリニック病児保育室ゼフィ
ルス（吉岡）では、病気や病気回復期の生
後6カ月〜小学生の子どもを保護者が家
庭で看護できないとき、一時的に預かり
ます。
　利用には、年度ごとに登録が必要です。
開室日時＝月〜木曜日の午前8時〜午後

6時、土曜日の午前8時〜午後1時（祝
日・年末年始は除く）
費用（1日当たり）＝2,000円（6時間まで

は1,500円）。そのほか実費負担あり
※くわしくはゼフィルス（☎73-8110）へ。

各種手当を支給
重度障がい者

申請方法＝必要なものを持って、障がい
者福祉課（市役所議会棟1階）へ
特別障害者手当
対象＝在宅で常時介護が必要な重度重複

障がい者または最重度障がい者で20
歳以上の人
手当額（月額）＝2万6,830円
申請に必要なもの＝身体障害者手帳、療

育手帳または所定の診断書、印鑑、口
座番号の分かるもの
障害児福祉手当
対象＝在宅で重度の身体障がい・知的障

がい・精神障がいのある20歳未満の人
手当額（月額）＝1万4,600円
申請に必要なもの＝身体障害者手帳、療

育手帳または所定の診断書と印鑑、口
座番号の分かるもの
特別児童扶養手当
対象＝次のいずれかに当てはまる20歳

未満の人を、常に在宅で介護している
父母または養育者

◦身体障害者手帳1級〜3級、4級の一部
◦療育手帳Ⓐ〜 Aの2、おおむねBの1
◦精神障がい、内部疾患などで常時介護

を必要とする
手当額（月額）＝1級5万1,500円、2級3

万4,300円
申請に必要なもの＝身体障害者手帳、療

育手帳または所定の診断書、印鑑、戸
籍謄本、住民票、保護者名義の通帳

※くわしくは障がい者福祉課（☎20-15 
39）へ。

と祉 康
HEALTH AND WELFARE

福 健
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広報なりたは、グリーン購入法に基づく基本方針の
判断基準を満たす用紙、誰にでも読みやすいUD（ユ
ニバーサルデザイン）フォントを使用しています。
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　新入生、新社会人の皆さん、新しい環境には慣れてきましたか。市役所
でも人事異動があり、広報なりたの編集に携わるスタッフ6人のうち3人
が入れ替わりました。今後も紙面の内容の充実に努めるとともに、読みや
すく親しみやすい広報紙を皆さんにお届けしていきたいと思います。新た
なスタッフにご期待いただき、「広報なりた」の黄色い腕章を付けたスタッ
フの姿を見掛けたらご協力をお願いします。

編集後記

未来に残したい なりた景観資産 4
豊かな自然、歴史ある寺社や街並み、国際空港など、多様な景色・眺め（景観）が楽しめる成田市。市
では「成田らしさを感じられ、良好な景観を望める場所」を市民共有の宝物として保全・活用しようと、

「なりた景観資産」として登録しています。ここでは、市民の皆さんから推薦され登録された、景観資
産の数々を紹介します。

市では、なりた景観資産にふさわしい場所を募集しています。誰もが安全に立ち入ることができ、素晴らしい景観を望める場所がありましたら、
ぜひ推薦してください。くわしくは都市計画課（☎20-1560）へ。

桜に迎えられて本堂へ

利
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川

下総支所下総利根
宝船公園

滑河駅

下総高校

下総公民館

下総運動
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龍正院356
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「龍正院と桜」
　滑河観音の名で親しまれる滑河山龍正院は、平安初期の承和5（838）年、慈覚
大師の開基と伝えられる天台宗の寺院で、坂東三十三観音の第28番の札所です。
本尊は十一面観世音で、延命、安産・子育て祈願に多くの参詣者が訪れます。
　境内には、国指定重要文化財の仁王門をはじめ、多くの文化財が保存されてい
ます。また、桜の古木が点在し、開花時期にはこれらの歴史的建造物を華やかに
彩ります。このほかにも、市指定名勝である夫婦松と芭蕉句碑など風情ある景観
を楽しむことができます。

所在地　滑川1196番地
JR滑河駅から徒歩18分。バスの場合は、JR滑河
駅よりコミュニティバス（しもふさ循環ルート）「滑河
観音前」下車。または京成成田駅東口よりコミュニ
ティバス（水掛ルート）「滑河観音前」下車。

国指定重要文化財である仁王門


